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ヒ
マ
ラ
ヤ
が
地
震
の
頻
度
の
高
い
地

域
で
あ
る
こ
と
は
専
門
家
が
指
摘
し
て

お
り
、“S

eism
ic‥prone‥zone

”
と
し

て
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
カ
ト
マ
ン
ズ

が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
を
超
え
る
地
震

を
経
験
し
た
の
は
１
９
３
４
年
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
以
来
で
あ
る
が
、

こ
の
間
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
そ
の
山
麓
は
か

な
り
の
頻
度
で
地
震
が
起
き
て
い
る
。

こ
の
報
告
は
６
月
５
日
現
在
で
あ
る
。

１
・
地
震
の
発
生

発
生
日
時
：
２
０
１
５
年
４
月
25
日
午

前
11
時
55
分
ご
ろ

震
源
地
：
ゴ
ル
カ
（
カ
ト
マ
ン
ズ
の
西

方
約
８0
㎞
）

発
生
状
況
：
震
央
を
中
心
に
ネ
パ
ー
ル

全
土
お
よ
び
周
辺
国
に
大
き
な
揺
れ
が

観
測
さ
れ
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
：
震
央（
ゴ
ル
カ
）
７
・

８
／
カ
ト
マ
ン
ズ
７
・
３

２
・
５
月
12
日
の
余
震　
　

発
生
日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
12
日
午

後
12
時
５0
分

震
源
地
：
シ
ン
ヅ
パ
ル
チ
ョ
ッ
ク
と
ゴ
ル

カ
の
間（
カ
ト
マ
ン
ズ
の
北
東
約
70
㎞
）

発
生
状
況
：
カ
ト
マ
ン
ズ
を
含
め
大
き

な
揺
れ
が
観
測
さ
れ
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
：
震
央
７
・
３
／
カ

ト
マ
ン
ズ
６
・
８

以
上
は
、い
ず
れ
も
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ（
米
国

地
質
研
究
所
）の
発
表
に
よ
る
。

３
・
被
害
状
況

＊
山
間
部
な
ど
の
状
況
が
次
第
に
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
数
値
的
な
発
表

は
刻
々
変
わ
る
た
め
正
確
で
は
な
い
。

家
屋
全
壊
：
約
46
万
棟

家
屋
半
壊
：
不
明

死
者
：
約
８
９
０
０
名〈
邦
人
１
名
、
中

国
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
に
参
加
）

負
傷
者
：
不
明

＊
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
を
除
く

主
な
被
災
地
の
被
害
状
況

①
シ
ン
ヅ
パ
ル
チ
ョ
ッ
ク

カ
ト
マ
ン
ズ
の
北
東
約
20
㎞
に
位
置

す
る
こ
の
地
域
は
最
も
被
害
が
大
き
か

っ
た
。
４
月
29
日
と
５
月
12
日
の
余
震

は
い
ず
れ
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
を
超

え
、
３
３
２
３
名
の
死
者
と
約
７
万
棟

に
近
い
家
屋
が
全
壊
し
た
。
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
近
く
、
ア
ク
セ
ス
も
容
易
な
こ

と
か
ら
救
援
、
復
旧
は
進
ん
で
い
る
が
、

す
べ
て
の
政
府
機
関
の
建
物
が
全
壊
し

て
い
る
た
め
、
行
政
も
ま
ま
な
ら
ぬ
よ

う
で
あ
る
。
５
５
７
の
学
校
と
５７
の
診

療
所
も
全
壊
し
て
い
る
。

②
ゴ
ル
カ

５
月
12
日
の
震
央
で
あ
る
こ
の
地
方

は
ネ
パ
ー
ル
の
旧
都
で
、
シ
ャ
ハ
王
朝

の
発
祥
の
地
と
し
て
い
ま
で
も
訪
れ
る

人
が
多
い
。丘
陵
地
帯
で
あ
る
た
め
、今

後
の
土
砂
崩
れ
が
心
配
さ
れ
る
。
約
７

万
弱
の
家
屋
倒
壊
と
５
０
０
名
を
超
え

る
死
者
が
出
た
。

③
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地

カ
ト
マ
ン
ズ
は
旧
王
宮
を
中
心
と
す

る
旧
市
街
が
大
き
な
被
害
地
域
で
あ
る
。

約
１
３
０
０
名
の
死
者
と
５
万
棟
を
超

え
る
家
屋
が
全
壊
し
た
。
バ
ク
タ
プ
ー

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
・
現
地
か
ら
の
報
告

4
月
25
日
の
大
地
震
か
ら
1
ヶ
月
半
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
ツ
ア
ー
会
社
を
営
ん

で
お
ら
れ
る
大
津
昭
宣
会
員
か
ら
最
新
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
我
々
登
山
者
に
何
が
で
き
る
の
か
、
と
も
に
考
え
て
み
た
い
。

大
津
昭
宣
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ル
、
パ
タ
ン
も
同
様
で
、
旧
市
街
や
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
建
物
の
多

く
が
全
壊
、
半
壊
し
て
い
る
。

＊
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
の
被
害
状
況

①
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道

エ
ベ
レ
ス
ト
Ｂ
Ｃ
は
別
に
述
べ
る
が
、

ル
ク
ラ
～
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル
間
は

土
砂
崩
れ
、
落
石
が
多
く
、
若
干
危
険

は
あ
る
が
道
路
状
況
は
悪
く
な
い
。
ナ

ム
チ
ェ
よ
り
上
部
の
村
々
も
大
き
な
被

害
は
見
ら
れ
な
い
。

②
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
街
道

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
北
面
を
周
回
す
る
ル

ー
ト
も
含
め
、
特
段
危
険
は
認
め
ら
れ

な
い
。

③
ラ
ン
タ
ン
谷

今
回
最
も
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
地

域
で
あ
る
。
ラ
ン
タ
ン
村
、
キ
ャ
ン
ジ

ン
・
ゴ
ン
パ
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
村
が
土

砂
と
雪
崩
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
現
在

で
も
救
出
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

警
察
に
よ
る
と
３
０
０
名
以
上
の
村

人
と
１
１
０
名
を
超
す
外
国
人
ト
レ
ッ

カ
ー
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
ト

リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー
ル
か
ら
シ
ャ
ブ
ル
ベ

ン
シ
に
向
か
う
道
は
、
ネ
パ
ー
ル
軍
に

よ
る
復
旧
工
事
が
進
ん
で
い
る
が
、
し

ば
ら
く
の
間
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
難
し

い
と
さ
れ
る
。

④
ド
ル
カ
地
方

カ
ト
マ
ン
ズ
の
北
東
約
80
㎞
の
こ
の

地
方
は
、
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
方
面
へ
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
登
山
で
人
気
の
地
域
で

あ
る
。
40
年
以
上
前
、
ス
イ
ス
政
府
が

建
設
し
た
山
岳
道
路
の
中
間
点
・
チ
ャ

リ
コ
ッ
ト
か
ら
北
に
向
か
う
の
が
ド
ル

カ
地
方
で
あ
る
。

被
害
の
ほ
と
ん
ど
は
地
震
に
よ
る
土

砂
崩
れ
で
、
こ
の
地
域
の
11
の
村
で
全

く
消
息
が
な
く
、
捜
索
が
続
い
て
い
る
。

⑤
マ
ナ
ス
ル
街
道

ア
ル
ガ
ー
ト
・
バ
ザ
ー
ル
は
す
べ
て
の

ロ
ッ
ジ
で
な
ん
ら
か
の
ダ
メ
ー
ジ
が
出

て
お
り
、
営
業
は
で
き
て
い
な
い
。
19

軒
の
内
辛
う
じ
て
１
軒
に
宿
泊
さ
せ
て

も
ら
え
た
と
の
こ
と
。
修
理
に
は
１
ヶ

月
以
上
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、
秋
シ

ー
ズ
ン
に
は
営
業
再
開
で
き
る
と
の
見

通
し
と
い
う
。

ソ
テ
ィ
・
コ
ー
ラ
は
３
軒
の
ロ
ッ
ジ
す

べ
て
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
建
て
替
え

の
必
要
が
あ
り
、
現
在
は
宿
泊
不
可
。

ア
ル
ガ
ー
ト
・
バ
ザ
ー
ル
～
ソ
テ
ィ
・
コ

ー
ラ
間
は
、
車
が
走
れ
る
道
路
が
修
復

で
き
て
い
る
。

ソ
テ
ィ
・
コ
ー
ラ
～
マ
チ
ャ
・
コ
ー
ラ
間

の
徒
歩
道
路
も
、
現
在
は
確
保
で
き
て

い
な
い
。
政
府
で
は
新
ル
ー
ト
で
の
道

路
を
検
討
中
と
の
こ
と
だ
が
、
雨
期
明

け
の
土
砂
崩
れ
な
ど
を
見
極
め
て
か
ら

の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
道
路
が

開
通
し
て
も
当
分
の
間
、
ソ
テ
ィ
・
コ

ー
ラ
～
マ
チ
ャ
・
コ
ー
ラ
間
は
テ
ン
ト

泊
に
な
る
。
食
料
や
飲
み
水
も
現
在
は

入
手
困
難
で
、
入
手
で
き
て
も
非
常
に

割
高
と
い
う
。

⑥
エ
ベ
レ
ス
ト

今
シ
ー
ズ
ン
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
は
３

５
８
名
、
42
隊
に
登
山
許
可
が
出
さ
れ

て
い
た
。
地
震
に
よ
る
雪
崩
が
Ｂ
Ｃ
を

襲
い
、
18
名
の
登
山
者
が
死
亡
し
た
が
、

ル
ー
ト
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
登
山
は
中

止
と
な
っ
た
。
ル
ー
ト
工
作
を
請
け
負

っ
て
い
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
、
ク
レ
バ
ス
帯

が
不
安
定
で
危
険
と
判
断
し
た
も
の
。

観
光
省
は
登
山
許
可
の
１
年
延
長
な
ど

の
条
件
を
正
式
に
発
表
す
る
。

同
時
に
１
１
８
名
、
12
隊
の
ロ
ー
ツ

ェ
隊
、
3４
名
、
４
隊
の
ヌ
プ
ツ
ェ
隊
に

も
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
る
。

４
・
復
旧
作
業

復
旧
作
業
は
ネ
パ
ー
ル
軍
、
警
察
が

行
な
っ
て
お
り
、
各
国
か
ら
の
救
援
部

隊
は
す
べ
て
帰
国
し
た
。

＊
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地

全
壊
、
半
壊
し
た
建
物
の
取
り
壊
し

作
業
が
続
い
て
い
る
が
近
年
、
10
階
を

超
す
高
層
ビ
ル
が
多
い
た
め
、
ク
レ
ー

ン
な
ど
の
重
機
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

と
、
隣
接
ビ
ル
へ
の
影
響
が
大
き
い
た

め
作
業
は
難
航
し
て
い
る
。
盆
地
全
体

で
現
在
ま
で
に
約
６
万
棟
が
取
り
壊
さ

れ
て
い
る
。
撤
去
作
業
を
う
け
て
政
府

は
７
月
15
日
ま
で
、
２
階
建
て
以
上
の

建
物
の
新
築
を
禁
止
し
た
。こ
の
間
、地

方
開
発
省
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市
当
局
は
合

同
で
新
建
築
基
準
法
を
策
定
、
旧
市
街

の
防
災
都
市
化
を
計
画
し
て
い
る
。

＊
そ
の
他
の
地
域

高
層
ビ
ル
が
な
い
の
で
取
り
壊
し
作

業
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
斜
面
に

建
て
ら
れ
た
家
屋
が
多
い
た
め
、
土
砂

崩
れ
な
ど
の
二
次
災
害
を
避
け
る
立
ち

退
き
作
業
が
続
い
て
い
る
。

５
・
避
難
所

避
難
所
は
主
に
テ
ン
ト
、タ
ー
プ
、木

材
と
ト
タ
ン
板
を
組
み
合
わ
せ
た
小
屋
、

防
水
シ
ー
ト
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

バクタプール・ファシデガ寺院の崩壊した参道
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カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
で
は
テ
ン
ト
、
タ
ー

プ
が
多
く
山
村
で
は
木
材
を
使
っ
た
避

難
小
屋
も
多
く
見
ら
れ
る
。
正
確
な
数

字
で
は
な
い
が
、
い
ま
で
も
カ
ト
マ
ン

ズ
盆
地
で
は
、
数
万
人
を
超
え
る
被
災

者
が
テ
ン
ト
生
活
を
し
て
い
る
。

６
・
二
次
災
害

６
月
も
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
９
月
半

ば
ま
で
続
く
雨
季
と
な
る
。
測
候
所
の

予
測
で
は
本
年
の
雨
季
は
雨
量
が
少
な

い
と
し
て
い
る
が
、
地
震
で
地
盤
が
緩

ん
で
い
る
こ
と
と
、
丘
陵
地
帯
、
山
間

部
が
被
災
地
に
多
い
こ
と
か
ら
、
土
砂

崩
れ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

被
災
地
で
は
な
い
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ

と
イ
ン
ド
を
結
ぶ
幹
線
道
路
は
山
肌
を

通
過
す
る
箇
所
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
の

危
険
性
が
高
い
。
こ
の
道
路
が
封
鎖
さ

れ
る
と
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
は
孤
立
す
る

こ
と
に
な
る
。

７
・
復
興
へ
の
道
筋

＊
Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ａ

政
府
は
Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ａ
（P
ost‥D

isaster‥
N
eeds‥A

ssessm
ent‥

復
興
作
業
策
定
）

を
立
ち
上
げ
て
被
害
検
証
を
行
な
い
、

復
興
の
ス
キ
ー
ム
作
り
、
デ
ー
タ
作
り

を
行
な
っ
て
い
る
。
現
在
23
チ
ー
ム
が

被
災
地
な
ど
で
調
査
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｄ

Ｎ
Ａ
チ
ー
ム
は
６
月
15
日
ま
で
に
調
査

報
告
を
作
成
す
る
。

＊
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
報
告
に
よ
り
６
月
2５
日

に
は
カ
ト
マ
ン
ズ
で
援
助
国
、
世
界
銀

行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
が
合
同
会
議
を

開
催
し
、復
興
へ
の
手
順
を
決
め
る
。一

方
、
併
行
し
て
７
月
８
日
ま
で
に
復
興

予
算
を
策
定
し
、
７
月
17
日
か
ら
始
ま

る
国
家
予
算
に
復
興
事
業
費
と
し
て
盛

り
込
む
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
９
月
中

旬
に
は
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

８
・
復
興
資
金

緊
急
援
助
と
は
別
枠
で
多
く
の
国
、

機
関
が
復
興
援
助
を
申
し
出
て
い
る
。

被
害
総
額
は
Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
検
証
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ネ
パ
ー
ル
国
家
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
25
～
50
％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

復
興
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日

本
も
会
議
に
お
い
て
、“T

here‥should‥
be‥earthquake‥resilient‥city‥
planning

”を
提
案
し
て
い
る
。

９
・
援
助
物
資
や
寄
金
の
扱
い（
緊
急
・

重
要
）

ネ
パ
ー
ル
政
府
は
地
震
関
連
の
物
資
、

金
銭
の
寄
付
に
つ
い
て
国
会
か
ら
の
指

示
を
受
け
、
以
下
の
よ
う
に
関
係
先
に

指
示
し
た
。

⑴
金
銭
の
寄
付（
送
金
に
つ
い
て
）

＊
地
震
関
連
の
送
金
に
つ
い
て
（
寄
付

な
ど
）

送
金
者（
団
体
）の
趣
旨
が
地
震
関
連

の
場
合
、
送
ら
れ
た
寄
付
金
は
受
け
取

り
銀
行
の
判
断
で
自
動
的
に
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｒ

Ｆ
に
移
送
さ
れ
、
受
取
人（
団
体
）が
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

＊
通
常
の
取
引

通
常
の
取
引
の
場
合
、
送
金
者
（
団

体
）は
送
金
目
的
を
明
ら
か
に
し
、受
取

人（
団
体
）は
こ
れ
を
銀
行
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
送
金
目
的
が
な
い

場
合
、
銀
行
は
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
。

＊
ネ
パ
ー
ル
人
は
個
人
で
外
貨
口
座
は

開
け
な
い
。
外
貨
で
受
け
取
れ
な
い
が

ネ
パ
ー
ル
金
口
座
は
開
け
る
の
で
、
ネ

パ
ー
ル
金
で
受
け
取
れ
る
が
、
こ
れ
も

前
記
と
同
様
に
送
金
目
的
な
ど
の
証
拠

が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
震

関
連
と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
自
動
的
に
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
に
移
送
さ
れ
る
。

⑵
救
援
物
資

救
援
物
資
は
い
ま
ま
で
無
税
通
関
で

あ
っ
た
が
、６
月
11
日
、ネ
パ
ー
ル
政
府

は
各
方
面
に
次
の
よ
う
に
通
達
し
た
。

無
税
通
関
を
希
望
す
る
救
援
物
資
は

す
べ
て
政
府
が
取
り
扱
い
、
政
府
の
配

布
計
画
に
よ
っ
て
処
理
す
る
。ま
た
、自

分
個
人（
団
体
）の
希
望
す
る
指
定
者

（
団
体
な
ど
）に
配
布
を
希
望
す
る
場
合

に
は
通
常
の
関
税
が
課
せ
ら
れ
、
政
府

は
関
与
し
な
い
（
通
常
の
関
税
率
は
30

％
以
上
）。

ネ
パ
ー
ル
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
の
中
継
基
地
と
し
て
欧
米
諸
国
よ
り

取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
よ
う
圧
力
を

か
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
地
震
に

関
係
す
る
援
助
金（
寄
付
金
）の
送
金
も

厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。な
お
、在

外
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
経
由
の
寄
付
金
は

自
動
的
に
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
に
振
り
込
ま
れ

る
。

＊
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
（P

rim
e‥M
inister‥

D
isaster‥R

elief‥F
und‥

首
相
府
震
災

救
援
基
金
）

壊滅的な打撃を受けたバクタプール市内の民家
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カ
の
フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
Ｕ
Ｉ

Ａ
Ａ
総
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
３
月
の
理

事
会
は
こ
の
国
際
山
岳
会
議
に
合
わ
せ

て
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
そ
の
と
き
に
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
ア
ク
セ

ス
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
ジ
ュ
ア
ン
・

マ
ー
チ
ン（
ス
ペ
イ
ン
山
岳
会
）
か
ら
富

士
山
の
紹
介
に
つ
い
て
打
診
さ
れ
て
い

た
。
理
事
会
開
催
通
知
と
併
行
し
て
正

式
に
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
一
時
躊
躇

し
た
が
、
最
終
的
に
Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
出

し
た
。
そ
の
後
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

作
成
し
、
事
前
に
発
表
デ
ー
タ
を
ジ
ュ

ア
ン
に
送
っ
た
。
彼
は
運
営
担
当
者
に

そ
れ
を
見
せ
た
よ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
極

東
の
国
の
発
表
を
珍
し
い
と
思
っ
た
の

か
、
元
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
追
加
し
て
、

初
め
の
方
に
30
分
で
発
表
し
て
ほ
し
い

と
の
依
頼
が
来
た
。
了
承
し
た
が
、
出

発
前
日
で
あ
っ
た
た
め
同
様
の
デ
ー
タ

で
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
ア
ン
・
ツ
ェ

リ
ン
氏
と
２
人
で
の
発
表
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
２
度
発
表
の
機
会
を
得
た
。

発
表
し
た
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
用
い
、
絵（
写
真
）を
中
心
に
し
て

話
を
進
め
た
。
大
筋
と
し
て
古
代
か
ら

中
世
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
の
山
岳
信

仰
、
浮
世
絵
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た

山
、
頂
上
の
有
効
利
用
、
近
年
の
オ
ー

去
る
３
月
2６
日
～
2８
日
に
か
け
て
、

ス
ペ
イ
ン
の
サ
ラ
ゴ
サ
に
お
い
て
“
Ｃ

Ｉ
Ｍ
Ａ
２
０
１
５
”と
題
し
て
山
岳
関

連
の
多
く
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
意

見
を
発
表
す
る
集
ま
り
が
催
さ
れ
た
。

会
場
は
２
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
サ
ラ

ゴ
サ
大
学
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
ス
ポ

ー
ツ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ア
イ
ス
・
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
の
山
岳
競
技
、
21
世
紀
の

山
岳
組
織
、
山
岳
自
然
保
護
、
山
岳
気

象
、
登
山
の
安
全
性
、
新
素
材
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
能
動
的（
冒
険
的
で
は
な
く
）

な
登
山
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の

で
あ
り
、
各
々
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
数

人
が
発
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
会
場
か

ら
の
質
問
を
受
け
付
け
る
、
円
卓
テ
ー

ブ
ル
と
い
う
形
式
で
行
な
わ
れ
た
。

各
分
野
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
国
際

ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
（
Ｉ
Ｆ

Ｓ
Ｃ
）の
マ
ル
コ
・
ス
コ
ラ
リ
ス
会
長
、
国

際
山
岳
連
盟（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）の
フ
リ
ッ
ツ
・

フ
レ
イ
ラ
ン
ト
会
長
、
そ
し
て
日
山
協

（
Ｊ
Ｍ
Ａ
）５0
年
の
と
き
に
日
本
で
講
演

し
た
ア
ン
ネ
・
ア
ラ
ン
は
「
21
世
紀
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
題
で
発
表
し

て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
に
発
表
者
は
日

本
に
も
関
係
の
あ
る
、
錚
々
た
る
顔
ぶ

れ
で
あ
っ
た
。ア
ジ
ア
山
岳
連
盟（
Ｕ
Ａ

Ａ
Ａ
）
事
務
局
長
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・

ペ
女
史
は
フ
リ
ッ
ツ
と
同
様
に
「
21
世

紀
の
山
岳
組
織
」に
つ
い
て
講
演
し
た
。

筆
者
ら
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は

「
そ
の
国
に
お
け
る
か
け
が
え
の
な
い

山
と
そ
の
管
理
運
営
上
の
問
題
点
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
野
に
お

い
て
は
、４
人
が
指
名
さ
れ
て
い
た
。後

の
３
人
は
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
会
長
の

ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
氏
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に
つ

い
て
、
フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
会
長
で
あ
る

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ル
ジ
エ
ル
氏
が
モ
ン
・
ブ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
シ

エ
ラ
ネ
バ
ダ
国
立
公
園
理
事
長
の
フ
ラ

ン
シ
ス
・
サ
ン
チ
ェ
ス
氏
が
、
そ
の
管
理

す
る
国
立
公
園
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発

表
を
行
な
っ
た
。
テ
ー
マ
か
ら
い
っ
て

私
は
「
日
本
人
の
心
の
象
徴
と
し
て
の

富
士
山
、
そ
の
将
来
に
お
け
る
保
全
管

理
上
の
問
題
点
」と
題
し
て
発
表
し
た
。

与
え
ら
れ
た
時
間
は
1５
分
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
上
で
は
、
こ
の
集
会
の
最
後
の
時
間

に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。

話
は
遡
る
が
、
昨
年
10
月
に
ア
メ
リ

バ
ー
ユ
ー
ス
、
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
、
今
後
の
管
理
運
営
と
い
っ
た
点
が

中
心
で
あ
る
。
付
記
と
し
て
、
訓
練
の

場
と
し
て
の
冬
富
士
の
様
子
、
最
近
の

事
故
状
況
分
析
も
紹
介
し
た
。

日
本
は
島
国
で
あ
る
。
同
時
に
国
土

の
約
７0
％
以
上
が
山
と
森
で
占
め
ら
れ

て
お
り
、
台
地
を
除
い
て
平
野
部
は
1５

％
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
水
を

必
要
と
す
る
農
耕
民
族
で
あ
る
。
日
本

海
か
ら
の
大
量
の
水
蒸
気
を
含
ん
だ
風

が
山
に
ぶ
つ
か
り
、雨
を
降
ら
せ
る
。そ

の
雨
が
山
か
ら
森
、
平
野
と
流
れ
、
農

作
業
に
必
要
な
水
を
運
ん
で
く
れ
る
。

我
々
の
先
祖
は
山
を
崇
め
、
そ
し
て

感
謝
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
徐
々
に

山
は
信
仰
の
対
象
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

農
作
業
す
る
人
を
基
に
、
ほ
か
の
民

R
eport

国
際
山
岳
会
議（
集
会
）に
参
加
・
発
表

公
益
社
団
法
人　

日
本
山
岳
協
会
常
務
理
事　

小
野
寺
斉

国際山岳会議の会場となった、歴史あるサラゴサ大学
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族
文
化
と
相
ま
っ
て
独
特
の
山
岳
信
仰

を
育
ん
で
き
た
。
日
本
各
地
に
は
、
多

く
の
信
仰
対
象
の
山
々
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
信
仰
心
は
い
ま
で
も
物
質
文
明
と

の
間
の
調
和
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
富

士
山
だ
け
が
日
本
に
お
け
る
信
仰
の
対

象
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
日

本
人
の
心
の
象
徴
に
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

富
士
山
は
７
～
８
世
紀
の
奈
良
時
代

に
お
い
て
、
す
で
に
日
本
最
古
の
歌
集

で
あ
る『
万
葉
集
』に
も
歌
わ
れ
て
い
た
。

現
在
残
っ
て
い
る
江
戸
時
代
の
浮
世
絵

に
も
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
い
ま
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
銭
湯
な
ど

に
も
富
士
山
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
お
い
て「
富
士
講
」と
呼
ば

れ
る
特
別
な
信
仰
登
山
が
広
が
っ
た
。

元
々
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
長は

谷せ

川が
わ

角か
く

行ぎ
ょ
う

と
い
う
修
験
者
で
あ
る
が
、
江

戸
享
保
年
間
に
出
現
し
た
、
あ
る
修
験

者
の
登
場
に
よ
り
急
激
に
広
ま
っ
て
い

っ
た
。
享
保
年
間
と
い
う
の
は
徳
川
吉

宗
の「
享
保
の
改
革
」と
し
て
有
名
で
あ

る
。
こ
の
修
験
者
は
食じ

き

行ぎ
ょ
う

身み

禄ろ
く

と
い
う

人
で
あ
っ
た
。
彼
の
死
後
に
生
ま
れ
た

の
が「
富
士
講
」で
あ
る
。

「
講
」
と
は
同
一
の
信
仰
を
持
つ
人
々

の
集
ま
り
で
、
相
互
扶
助
の
一
面
を
持

っ
た
団
体
で
あ
る
。
こ
の「
富
士
講
」は

た
ち
ま
ち
江
戸
庶
民
の
間
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
。
実
際
に
富
士
山
に
行
け
な
い

人
は
、「
富
士
塚
」を
作
っ
て
お
参
り
し

た
。
富
士
山
を
背
景
に
し
た
巡
礼
者
や

「
富
士
塚
」を
お
参
り
す
る
女
性
の
姿
も
、

絵
と
し
て
残
っ
て
い
る
。「
富
士
塚
」は

現
存
し
て
い
る
。

さ
て
、
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
、
江
戸

末
期
、
1９
世
紀
の
葛
飾
北
斎
の
富
嶽
三

十
六
景
と
し
て
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
や

「
赤
富
士
」
と
い
わ
れ
る
「
凱
風
快
晴
」、

そ
し
て
、
歌
川
広
重
の
絵
画
な
ど
を
紹

介
し
た
。

次
に
生
活
に
密
着
し
た
富
士
山
と
し

て
、
麓
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
都
市
部
や

山
間
部
、
そ
し
て
高
速
道
路
な
ど
か
ら

天
気
の
良
い
日
は
遠
望
で
き
る
と
い
う

こ
と
、「
富
士
見
町
」と
い
う
地
名
が
あ

ち
こ
ち
に
あ
る
こ
と
、
富
士
山
に
懸
か

る
笠
雲
は
悪
天
の
兆
し
で
あ
る
こ
と
、

日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
る
切
手
に
数
多

く
描
か
れ
て
い
る
（
お
お
よ
そ
６0
種
類

以
上
）と
い
う
こ
と
、あ
る
い
は
忍
野
富

士
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
、
御
坂
峠
か
ら

の
富
士
な
ど
、
見
る
場
所
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
趣
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

頂
上
は
、
か
つ
て
富
士
山
レ
ー
ダ
ー

に
よ
り
多
く
の
気
象
災
害
を
未
然
に
防

い
だ
こ
と
、
最
近
は
高
所
登
山
研
究
や

大
気
汚
染
研
究
、
宇
宙
分
野
な
ど
の
先

端
研
究
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
も

紹
介
し
た
。

さ
て
、
気
に
な
る
昨
今
の
情
勢
で
あ

る
。
一
昨
年
は
ひ
と
夏
、
つ
ま
り
７
月

の
山
開
き
か
ら
９
月
末
ま
で
の
間
で
あ

る
が
、
８
合
目
以
上
に
約
30
万
人
の
訪

問
が
あ
っ
た
こ
と
、
昨
年
は
そ
れ
よ
り

は
減
少
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
会
場
か

ら
は「
そ
ん
な
に
多
い
な
ら
、法
律
を
作

っ
て
規
制
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
」

と
い
う
質
問
が
出
た
。「
確
か
に
法
律

は
な
い
が
、
保
全
協
力
金
と
い
う
こ
と

で
１
０
０
０
円
の
入
山
料
を
徴
収
す
る

こ
と
に
し
た
ら
、
前
年
に
比
較
し
て
入

山
者
は
減
少
し
た
。
こ
の
こ
と
が
原
因

で
減
少
し
た
か
ど
う
か
は
今
後
の
判
断

に
な
る
」と
返
答
し
て
お
い
た
。

特
に
絵
で
多
く
の
状
況
を
紹
介
し
た
。

昼
夜
の
夏
の
登
山
者
の
大
行
列
の
様
子
、

ご
来
光
で
万
歳
す
る
様
子
、
一
時
期
の

富
士
山
の
状
況
、
例
え
ば
夏
で
も
白
か

っ
た
富
士
山
、
最
近
は
ト
イ
レ
の
設
置

に
よ
り
大
分
改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

麓
に
お
い
て
は
不
法
投
棄
、
そ
れ
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
き
れ
い
に

な
っ
て
き
た
こ
と
、
生
態
系
を
破
壊
し

な
い
よ
う
に
乗
り
物
規
制
を
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
な
ど
。
富
士
山
を
保
有
し

て
い
る
自
治
体
が
中
心
に
な
り
、
学
識

経
験
者
を
含
め
て
今
後
の
保
全
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
や
、

「
富
士
山
憲
章
」に
つ
い
て
も
丁
寧
に
紹

介
し
た
。「
世
界
文
化
遺
産
」に
登
録
さ

れ
た
こ
と
、
な
ぜ
自
然
遺
産
で
な
く
文

化
遺
産
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
し

か
し
、
文
化
遺
産
と
し
て
多
く
の
価
値

あ
る
建
物
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え
な
が
ら

紹
介
し
た
。

さ
ら
に
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
る
、

国
民
の
祝
日
と
し
て
の「
山
の
日
」制
定
、

エ
ベ
レ
ス
ト
と
姉
妹
ピ
ー
ク
で
あ
る
こ

と
、冬
富
士
の
様
子
を
写
真
で
示
し
、事

故
状
況
・
傾
向
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
で
説

明
し
た
。

円卓テーブル形式で行なわれた会議の様子
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JAPANESE ALPINE NEWS -Vol.16  2015
The Japanese Alpine Club 110th Anniversary 日本山岳会創立 110 周年記念号

PART I　第Ｉ部
Fukada Kyuya 100 Mountains of Japan （Martin Hood）� ���������������������Christian�Frey�
深田久弥の「日本百名山」（マーチン・フード）� ���������������������������� クリスチャン・フレイ

Feature Articles-South & North　特集－南と北
Volcan�Aguilera�1st�ascent�&�4�other�summits�on�South�Patagonian�Icefield����������������� Camilo�Rada
南パタゴニア氷原、ボルカン・アギレラ初登頂と四つの未踏峰�������������������������� カミロ・ラダ
The�Chinese�Climbing�Expedition�to�Antarctic�������������������������������� Liu�yong��
中国隊の南極クライミング・エクスペディション��������������������������������� リュウ・ヨン
Four�New�Routes�in�Northern�Part�of�Ruth�Glacier,�Alaska������������������������ Kei�Taniguchi
４つの新ルート開拓：アラスカ・ルース氷河北部の登攀����������������������������� 谷口　けい

Journeys　紀行
South�Tibet�―Blue�Sky�Expedition�4500m���������������������������� Tamotsu�Nakamura
南チベット：ブルースカイ・エクスペディション4500㎞������������������������������� 中村　保
Exploration�in�Kinner�and�Spiti�of�Indian�Himalaya������������������������� Kimikazu�Sakamoto
インド・ヒマラヤ：キナーとスピティの探査����������������������������������� 阪本　公一

High Asia　アジアの高地
Veiled�Mountains�in�North�Myanmar� ������������������������������ Tamotsu�Nakamura
ミャンマー北部の知られざる山� ��������������������������������������� 中村　保
First�Ascent�of�Unnamed�Peak�P6070�（L15）�in�Zanskar�� ���������������������� Shuhei�Yoshida
ザンスカール：無名峰P6070�（L15）�初登頂�（学習院大学山岳部）� ���������������������� 吉田　周平
JAC�girls�students�Mustang�Expedition��������������������������������� Kei�Taniguchi
JAC 女子学生隊ムスタン遠征��������������������������������������� 谷口　けい
The�Third�Challenge�to�Karcha�Nala���������������������������������� Kazuo�Hoshi
カルチャ・ナラ、３度目の挑戦（インド・ヒマラヤ）� ������������������������������� 星　一男

PA RT II　第 II 部
Best Ten Selections ベストテン・セレクション（日本語概説付）
　―Japanese Alpine News from Vol. 1 2001 to Vol. 12 2011―
1.　Vol.�1�October�2001：チョン・ムスターグ西崑崙―偵察と初登頂� ��������������������� 児玉�茂
　　Qong�Muztag�–�Reconnaissance�&�First�Ascent,�West�Kunlun� ������������������Shigeru�Kodama
2.　Vol.�2�April�2002：�アフガンパミール紀行―禁断のワハン回廊������������������������ 平位�剛���������������������������������
　　A�Journey�to�Afghan�Pamir�–�The�Forbidden�Corridor�Wakhan� ��������������������� Go�Hirai
3.　Vol.�3�May�2003�：
　　インド ･日本東カラコラム 2002�パドマナム 7,030 ｍ初登頂� ����������������H･ カパディア�坂井�広志
　　Indian-Japanese�Eastern�Karakoram�Expedition�2002�–�First�Ascent�of�Padmanabh�7,030m�and�Quest�of�Teram��Shehr�Ice�Plateau� � Harish�Kapadia�and�Hiroshi�Sakai
4.　Vol.�3�May�2003：�ヤルンツァンポー源流カチュール ･カンリ初登頂�������������������� 和田�豊司�����
　　Triumph�of�Kaqur-Kangri�in�the�source�of�Yalung�Tsangpo
　　同志社大Doshisha�University�Expedition�to�Ronglai�Kangri�Range������������������� Toyoji�Wada
5.　Vol.�5�May�2004：�ネパール ･ヒマラヤ�フンチ 7036m初登頂�������������������� 大阪鋭峰山岳会
　　First�Ascent�of�Hungchi�7036m����������������������������� Osaka�Eiho�Alpine�Club
6.　Vol.�7�2006：日本の登山信仰－日本山岳会創立までの日本の登山�������������������� �江本�嘉伸
　　Mountain�Worship�in�Japan�–�The�History�of�Japanese�Mountaineering�until�the�Founding�of�the�Japanese�Alpine�Club� ����Yoshinobu�Emoto
7.　Vol.�8�2007：ロ―ツェ南壁冬季登攀､ JAC東海支部､ 夢叶う����������������������� 田辺��治
　　Lhotse�South�Face�Winter�Ascent�JAC�Tokai–Dream�has�come�true����������������� Osamu�Tanabe
8.�　Vol.�10�June�2009�（2009�17th�Piolets�d’Or）：�（2009�第 17 回�黄金のピッケル賞受賞）
　　カメット東南壁初登攀�（インド ･ヒマラヤ）� ������������������������ 平出�和也�&�谷口�けい��������������������
　　The�First�Ascent�of�Southeast�Face�of�Kamet�����������������������K.�Hiraide�&�K.�Taniguchi
9.　Vol.11�2010：�ロプチン峰 6805 ｍ初登頂､ 2009 カンリガルポ遠征�������������������� 井上�達男
　　The�First�Ascent�of�Lopchin�Feng�（KG-2）�6,805m－ Autumn�2009�Expedition�to�the�Kangri�Garpo�East�Mountains,�Tibet� ���� Tatsuo�Inoue
10.　Vol.�12�2011�（2011�19th�Piolets�d’Or）：（2011�第 19 回�黄金のピッケル賞受賞）
　　ユーコン､�マウント ･ローガン東南壁登攀��������������������������������� 岡田�康
　　The�Southeast�Face�of�Mount�Logan,�Yukon� �������������������������� Yasushi�Okada�
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創
立
１
１
０
周
年
記
念
号
を
最
初
に

手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
は
、

恩
人
の
故
ビ
ル
・
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
（
元

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
名
誉
会
長
）
で
す

（「
山
」
２
０
１
４
年
２
月
号
参
照
）。

『
Ｊ
Ａ
Ｎ
』(Japanese‥A

lpine‥N
ew
s)‥

を
評
価
し
、ア
メ
リ
カ
山
岳
会（
２
０
０

７
年
）
と
国
際
山
岳
連
盟
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
、

２
０
１
４
年
）
の
名
誉
会
員
に
推
挙
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。『
Ｊ
Ａ
Ｎ
』を
通
じ

て
、
世
界
の
登
山
界
の
人
脈
が
広
が
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ク
リ
ス
・
ボ
ニ

ン
ト
ン
さ
ん
、
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
さ

ん
、
伝
説
の
ク
ラ
イ
マ
ー
、
ジ
ョ
ー
・
ブ

ラ
ウ
ン
さ
ん
、
ジ
ェ
ル
ツ
ィ
・
ワ
ラ
さ
ん
、

ハ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
パ
デ
ィ
ア
さ
ん
、
ア
ン
・

ツ
ェ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
さ
ん
な
ど
な
ど
、多

く
の
登
山
家
の
知
己
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
交
友
関
係
は
財
産
で
す
。

冒
頭
の
深
田
久
弥『
日
本
百
名
山
』の

英
訳
者（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
在
住
）は
、私
の
親

し
い
ス
イ
ス
人
登
山
家
の
友
人
で
、
彼

の
薦
め
で
紹
介
し
、
書
評
を
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
人
の
繋
が
り
は
大
事
で
す
。

振
り
返
る
と
、
故
・
吉
沢
一
郎
先
輩

と
共
通
の
友
人
で
、
米
国
登
山
界
の
重

鎮
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
リ
ン
チ
さ
ん
が
『
Ｊ
Ａ

Ｎ
』発
行
の
引
き
金
に
な
り
ま
し
た
。ク

リ
ン
チ
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
２
０
０

０
年
に
、
当
時
の『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ル
パ

イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』編
集
長
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ベ
ッ
ク
ウ
ィ
ズ
さ
ん
が
来
日
し
ま
し

た（
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
日
山
協
で
講
演
）。

彼
が「
山
と
溪
谷
社
の『
岩
と
雪
』の

廃
刊（
１
９
９
４
年
）以
後
、
海
外
と
の

情
報
の
交
流
が
途
絶
え
、
日
本
は
世
界

の
登
山
界
か
ら
孤
立
し
て
い
る
」
と
忠

告
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
長
く
登
山
界

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
、自
称“
キ
セ
ル

登
山
家
”に
は
衝
撃
的
で
し
た
。そ
う
言

わ
れ
て
み
る
と
、
日
本
発
の
登
山
関
係

の
英
文
誌
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
黄
金
時
代
の
輝
か
し
い
日
本
隊

の
記
録
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ『
山
岳
』に
貧
弱
な

英
文
サ
マ
リ
ー
が
付
け
足
し
の
よ
う
に

載
せ
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
、し
か
も
、わ

ず
か
30
ほ
ど
の
海
外
の
山
岳
会
に
送
ら

れ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。

ベ
ッ
ク
ウ
ィ
ズ
さ
ん
の
言
葉
に
触
発

さ
れ
、
英
文
誌
の
発
行
を
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
常
務
理
事
・
村

井
龍
一
さ
ん
の
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
と

大
塚
博
美
会
長
の
前
向
き
な
ご
理
解
を

得
て
、
第
１
号
を
２
０
０
１
年
10
月
に

発
行
し
、日
本
発
の
発
信‥

を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
来
、
徐
々

に
巡
航
軌
道
に
乗
り
、
世
界
で
認
知
さ

れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
発
行
の
構

想
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
留
ま
ら
ず
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
、
さ
ら
に
は
海
外
も
視
野
に
入

れ
、
掲
載
の
対
象
と
し
て
は
①
パ
イ
オ

ニ
ア
的
登
山
・
踏
査
・
探
検
、
②
価
値

あ
る
登
攀
記
録
、
③
科
学
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
三
本
柱
に
据
え
ま
し
た
。

編
集
は
効
率
と
ス
ピ
ー
ド
を
旨
と
し
、

15
年
間
、
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

欧
米
の
山
岳
誌
は
総
じ
て
写
真
と
地

図
が
少
な
い
こ
と
に
着
目
し
、『
Ｊ
Ａ

Ｎ
』
は
写
真
と
地
図
を
ふ
ん
だ
ん
に
載

せ
、
差
別
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
お
陰
で
、
２
０
０
７
年
の
国
際
山
岳

連
盟
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
松
本
総
会
で
は
、『
Ｊ

Ａ
Ｎ
』
発
行
と
地
図
作
成
を
通
じ
て
世

界
の
山
岳
界
に
貢
献
し
た
、
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、『
Ｊ
Ａ
Ｎ
』と
車
の
両
輪

の
一
つ
で
あ
る「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」踏
査

と
地
図
が
称
賛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

知
ら
れ
ざ
る
最
大
の
苦
労
は
、
誰
に

発
送
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
団

体
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
所
属
の
山
岳
会
、
協
会

が
主
で
す
が
、
個
人
に
つ
い
て
は
大
変

で
し
た
。
米
国
は
ベ
ッ
ク
ウ
ィ
ズ
さ
ん

に
、
欧
州
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
近
郊
の
ス
ペ

イ
ン
山
岳
図
書
館
（
欧
州
登
山
界
に
精

通
）に
、
イ
ン
ド
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ

に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
山
岳
会
会
長

に
お
願
い
し
て
情
報
を
集
め
、
メ
ー
リ

ン
グ
・
リ
ス
ト
を
作
り
、
毎
年
、
注
意

深
く
更
新
し
て
い
ま
す
。
１
１
０
周
年

記
念
号
の
海
外
へ
の
送
付
は
、
団
体
は

図
書
館
も
含
め
１
３
０
、
個
人
５
５
０

人
で
、
世
界
の
著
名
な
登
山
家
、
探
検

家
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
記
念
の
２
０
０
６
年
号

で
も
日
本
の
登
山
史
を
取
り
上
げ
ま
し

た
が
、
１
１
０
周
年
号
で
は
、
15
年
間

の
記
録
さ
れ
る
べ
き
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
ベ

ス
ト
・
テ
ン
を
独
断
と
偏
見
で
選
ん
で

再
録
、
日
本
の
登
山
の
流
れ
を
俯
瞰
し

よ
う
と
試
み
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
・
テ
ン
に

は
日
本
語
の
概
説
を
付
け
ま
し
た
。
発

送
し
て
間
も
な
い
の
で
、
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
時
点
で
は
海
外
か
ら
の
反

響
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
例
で
は

励
み
に
な
る
メ
ー
ル
、傾
聴
す
べ
き
ア
ド

バ
イ
ス
が
届
き
ま
す
。
孤
独
な
挑
戦
が

報
わ
れ
ま
す
。
感
謝
の
気
持
を
込
め
て

返
事
を
書
く
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

立
ち
上
げ
て
か
ら
1５
年
、
感
慨
深
い

で
す
。
一
つ
の
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。

Look back

回
想　
　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
ル
パ
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス

中
村
保
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日
本
の
代
表
的
な
野
生
動
物
は
な
ん

で
し
ょ
う
。
サ
ル
、
ウ
サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
、

キ
ツ
ネ
、
ク
マ
。
昔
話
に
よ
く
出
て
く

る
動
物
は
、
昔
か
ら
身
近
な
野
山
に
い

た
動
物
た
ち
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
動

物
た
ち
こ
そ
が
日
本
を
代
表
す
る
野
生

哺
乳
動
物
で
す
。

日
本
に
は
帰
化
種
を
除
き
、
１
１
２

種
の
野
生
動
物
が
分
布
し
ま
す
。
一
番

多
い
の
が
コ
ウ
モ
リ
で
33
種
。
次
が
ネ

ズ
ミ
の
仲
間
で
27
種
。
硬
い
ク
ル
ミ
や

ド
ン
グ
リ
を
か
じ
っ
て
食
べ
る
リ
ス
や

ム
サ
サ
ビ
も
同
じ
仲
間
で
す
。
モ
グ
ラ

の
仲
間
は
19
種
。
ほ
か
は
サ
ル
や
シ
カ

な
ど
中
形
か
ら
大
形
の
動
物
で
す
。

日
本
は
、
野
生
動
物
の
種
類
が
と
り

わ
け
豊
か
な
国
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
日

本
と
同
様
に
昔
は
大
陸
と
つ
な
が
っ
て

い
た
島
で
す
。
面
積
は
日
本
の
３
分
の

２
で
や
や
小
さ
い
も
の
の
、
在
来
の
動

物
は
40
種
類
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

現
在
の
動
物
の
分
布
を
決
め
た
の
は
、

最
後
の
氷
河
時
代
に
繰
り
返
さ
れ
た
気

候
の
変
化
で
す
。
氷
期
に
は
、
北
極
や

北
の
地
方
で
は
食
べ
物
が
な
く
な
り
、

動
物
た
ち
は
比
較
的
寒
さ
が
穏
や
か
な

南
へ
移
っ
て
き
ま
し
た
。
反
対
に
間
氷

期
に
は
、
赤
道
に
近
い
南
の
地
域
に
住

ん
で
い
た
動
物
た
ち
も
、
生
活
の
場
を

北
の
方
に
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

氷
期
と
間
氷
期
が
繰
り
返
し
や
っ
て

き
た
た
め
に
、
北
の
動
物
た
ち
が
生
き

る
場
所
を
広
げ
、
南
の
動
物
た
ち
を
追

い
や
っ
た
時
期
と
、
そ
の
逆
の
時
期
と

が
交
互
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
北

と
南
の「
押
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」が
ち

ょ
う
ど
日
本
辺
り
の
緯
度
で
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
気
候
の
変
化
に

よ
っ
て
、
す
べ
て
の
動
物
が
入
れ
替
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
動
物
の
中
に
は
、

新
し
い
気
候
に
耐
え
抜
き
、
そ
の
ま
ま

日
本
で
生
き
続
け
る
動
物
も
い
ま
し
た
。

日
本
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
分
布
す
る

理
由
は
、
北
南
両
方
の
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

日
本
の
動
物
の
う
ち
、
３
分
の
２
が

北
方
起
源
、
残
り
の
３
分
の
１
が
南
方

起
源
で
す
。
ヒ
グ
マ
、
オ
コ
ジ
ョ
、
ノ

ウ
サ
ギ
、
リ
ス
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
な

ど
の
祖
先
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
大

陸
の
北
の
地
域
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
ニ

ホ
ン
ザ
ル
、
モ
グ
ラ
、
ム
サ
サ
ビ
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
は
ア
ジ
ア
の
赤
道
近
く
や
、

ア
ジ
ア
大
陸
の
南
の
地
域
で
生
ま
れ
た

動
物
の
子
孫
で
す
。

日
本
固
有
種
と
は
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
、ヤ

マ
ネ
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
６
種
の
モ
グ
ラ

を
含
め
た
約
30
種
類
で
、
世
界
中
で
日

本
の
一
部
で
し
か
見
ら
れ
な
い
動
物
で

す
。
祖
先
は
北
か
ら
、
南
か
ら
や
っ
て

来
た
動
物
で
す
が
、
長
い
年
月
の
間
に

別
種
の
段
階
に
ま
で
分
化
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
が
大
陸
と
切
り
離
さ
れ

た
こ
と
で
、
日
本
と
大
陸
の
間
を
自
由

に
行
き
来
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
日

本
の
中
で
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

日
本
は
山
地
が
多
く
、
森
林
に
覆
わ

れ
た
国
で
す
。
と
り
わ
け
豊
か
な
日
本

の
動
物
た
ち
は
、
こ
の
、
里
山
か
ら
深

山
に
つ
な
が
る
広
大
な
森
林
に
支
え
ら

れ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

｢

山
の
日｣

メ
モ

作
曲
家
で
当
会
会
員
の
船
村
徹
さ
ん

が
祝
日｢

山
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し

て
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
歌
を
作
ろ
う

と
提
案
し
た
。
つ
い
て
は
歌
詞
を
一
般

か
ら
募
集
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
全
国｢

山
の
日｣

協
議
会
で
公
募
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。
歌
と
い
っ
て
も

こ
ど
も
の
歌
、
若
者
の
歌
、
演
歌
調
と

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
募
集
要
項
を
近
く
発

表
の
予
定
▼
同
協
議
会
は
随
時
運
営
委

員
会
を
開
い
て｢

山
の
日｣

周
知
の
妙

案
？

を
考
え
て
い
る
。
５
月
の
会
議

で
は
歌
詞
募
集
の
ほ
か
に
記
念
切
手
発

行
を
働
き
か
け
た
い
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
た
。
切
手
で
は
最
近
の
山
岳

シ
リ
ー
ズ
を
ご
存
じ
の
方
が
多
い
と
思

う
が
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た｢

信
州
山

の
日｣

で
も
、
数
は
少
な
い
が
記
念
切

手
が
発
行
さ
れ
て
い
る
▼
次
は
缶
バ
ッ

ジ
の
Ｐ
Ｒ
。
先
の
全
国｢

山
の
日｣

フ
ォ

ー
ラ
ム
で
作
っ
た
ヤ
マ
ネ
の
缶
バ
ッ
ジ

が
か
わ
い
い
と
好
評
。
全
支
部
に
サ
ン

プ
ル
を
お
届
け

し
た
ら
、
３
支

部
か
ら
ま
と
ま

っ
た
注
文
が
来

た
。
実
費
で
お

分
け
す
る
。

ニホンカモシカ（八ヶ岳にて）

［
山
の
日
に
向
け
て
］
山
を
考
え
る
②

日
本
の
山
の
野
生
動
物

安
間
繁
樹
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創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業 

日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
①
報
告

日
光
・
太
郎
山
と

足
尾
・
袈
裟
丸
山

竹
中
芳
江

５
月
23
・
24
の
土
・
日
に
、
こ
の
２

山
に
総
勢
12
名
で
登
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
は
、
日
本
山
岳
会
１
１
０

周
年
を
記
念
し
、
日
本
三
百
名
山
登
頂

シ
リ
ー
ズ
の
第
１
弾
と
し
て
太
郎
山
と

袈
裟
丸
山
が
選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。
私

は
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
か
ら
の
参
加
で

し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
カ

ラ
マ
ツ
の
新
緑
の
美
し
さ
、
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
、
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ロ

ヤ
シ
オ
、ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
、た

く
さ
ん
の
花
た
ち
に
迎
え
ら
れ
、
元
気

を
も
ら
い
癒
さ
れ
ま
し
た
。

太
郎
山
は「
日
光
三
険
」の
ひ
と
つ
と

聞
い
て
い
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、

急
登
や
ガ
レ
場
も
難
な
く
通
過
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
、

光
徳
牧
場
か
ら
山
王
帽
子
山
～
太
郎
山

～
裏
男
体
林
道
と
い
う
行
程
で
し
た
が
、

時
間
の
都
合
で
太
郎
山
の
往
復
に
変
更
。

そ
れ
で
も
宿
に
着
い
た
の
が
午
後
７
時

を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
宿
は
足
尾
銀
山

平
の
国
民
宿
舎「
か
じ
か
荘
」で
す
。
太

郎
山
に
登
り
一
番
感
動
し
た
の
は
、
我

家
か
ら
１
年
に
ほ
ん
の
数
回
、
空
気
の

澄
ん
だ
冬
の
寒
い
日
に
見
る
こ
と
の
で

き
る「
男
体
山
」が
、
目
の
前
に
凛
々
し

い
山
容
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
。
懐
か

し
い
人
に
出
会
え
た
よ
う
な
、
な
ん
と

も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
袈
裟
丸
山
は
、
太
郎
山
に

比
べ
る
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
気
分
。
折
場

登
山
口
～
弓
の
手
～
袈
裟
丸
山
の
往
復

コ
ー
ス
で
す
。
袈
裟
丸
連
峰
っ
て
、
小

袈
裟
だ
の
前
袈
裟
、
後
袈
裟
だ
の
中
袈

裟
、
奥
袈
裟
だ
の
と
、
混
乱
し
そ
う
な

名
前
が
連
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
こ

初日は太郎山へ

寄付金および助成金などの受入報告
平成27年5月まで

寄付者など 金額 寄付の目的、その他

松野賢珠　会員 ‥2万円‥ 永年会員からの‥会費相当額の寄付

落合正治　理事 ‥10万円‥ 法人運営費用として

山田和人　理事 ‥10万円‥ 法人運営費用として

三井住友信託銀行 ‥50万円‥ 高尾の森づくりの会へ寄付

オーエムシー‥
株式会社 ‥100万円‥ 学生部海外登山隊へ寄付

ネパール大地震救援募金は、別途集計中です。

の
辺
り
の
縦
走
も
面
白
そ
う
、
と
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
、少
数
で（
笑
）。袈

裟
丸
山
と
い
う
名
前
の
ピ
ー
ク
が
な
い

こ
と
、
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
が
栃
木
県
の
県

花
だ
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。袈

裟
丸
山（
前
袈
裟
丸
山
）は
本
当
に

ツ
ツ
ジ
の
多
い
山
で
す
。
そ
し
て
、
山

頂
北
側
の
斜
面
に
は
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
が
た
く
さ
ん
咲
き
、
登
山
者
を
迎
え

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
袈
裟
と
い
う
名

前
も
そ
う
で
す
が
、
賽
の
河
原
も
数
ヶ

所
あ
っ
た
り
、
弘
法
大
師
伝
説
、
寝
釈

迦
像
、
相
輪
塔
も
あ
る
と
の
こ
と
。
昔

は
宗
教
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
山
な

の
で
し
ょ
う
か
。
塔
ノ
沢
コ
ー
ス
も
ぜ

ひ
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

回
現
地
ガ
イ
ド
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
小
島
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
！　

２
日
間
と
も
私
の
前
を

歩
か
れ
て
い
た
の
で
、
色
々
教
え
て
い

た
だ
き
、
贅
沢
な
山
旅
で
し
た
。

（
会
員
外
参
加
者
）
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越
後
支
部

第
５
回
中
部
ブ
ロ
ッ
ク（
４
＋
１
）

支
部
交
流
会
の
報
告

４
月
５
・
６
日
に
第
５
回
中
部
ブ
ロ

ッ
ク（
４
＋
１
）支
部
交
流
会
が
、
越
後

支
部
主
催
に
よ
り
新
潟
市
の
奥
座
敷
と

い
わ
れ
る
岩
室
温
泉「
ホ
テ
ル
大
橋
」と

角
田
山
（
４
８
２
ｍ
）
で
開
催
さ
れ
た
。

地
元
越
後
支
部
44
名
、
信
濃
支
部
10
名
、

山
梨
支
部
９
名
、
静
岡
支
部
11
名
、
東

京
多
摩
支
部
７
名
の
合
計
81
名
の
参
加

者
が
集
い
、
大
変
な
盛
会
で
あ
っ
た
。

越
後
、
信
濃
、
山
梨
、
静
岡
の
支
部

が
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
さ
れ
た
の
は
、
い

ま
か
ら
三
十
数
年
前
の
昭
和
57
年
の
こ

と
ら
し
い
。
こ
の
年
に
最
初
の
支
部
懇

談
会
が
信
濃
支
部
担
当
で
開
催
さ
れ
、

翌
年
静
岡
支
部
が
担
当
し
た
ら
し
い
が
、

３
年
目
か
ら
中
断
さ
れ
た
。
そ
し
て
平

成
７
年
に
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
創
立
90

周
年
記
念
の
登
山
が
山
梨
支
部
担
当
で

開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
17
年
の
１
０

０
周
年
記
念
と
し
て
、
越
後
支
部
担
当

で
４
支
部
の
交
流
が
図
ら
れ
て
き
た
の

が
こ
れ
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
。

「
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
を
復
活
し
よ

う
。」と
い
う
四
支
部
間
の
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
平
成
23
年
に
越
後
支
部
主
催

で
津
南
小
松
原
湿
原
、
平
成
24
年
は
信

濃
支
部
主
催
で
上
高
地
焼
岳
、
平
成
25

年
は
山
梨
支
部
主
催
で
富
士
山
北
麓
、

平
成
26
年
は
静
岡
支
部
主
催
で
伊
豆
天

城
山
と
い
う
こ
と
で
継
続
開
催
さ
れ
て

き
た
。
平
成
27
年
は
一
巡
し
て
越
後
支

部
主
催
と
な
っ
た
が
、
東
京
多
摩
支
部

も
参
加
し
て（
４
＋
１
）支
部
交
流
会
と

し
て
行
な
っ
た
。東
京
多
摩
支
部
は
、昨

年
７
月
25
日
の
第
57
回
高
頭
祭
に
二
十

数
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
翌
26
日
に

角
田
山
山
行
を
計
画
さ
れ
て
い
た
。
折

し
も
梅
雨
明
け
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
で
新

潟
地
方
が
37
～
38
℃
と
あ
ま
り
に
も
暑

く
登
山
を
中
止
さ
れ
た
た
め
、
４
月
初

旬
の
花
の
き
れ
い
な
時
期
に
再
度
、
角

田
山
へ
と
い
う
こ
と
で
声
掛
け
を
さ
せ

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

南
ア
ル
プ
ス
白
峰
南
嶺
・
笊
ヶ
岳
と
山

伏
２
泊
３
日　

参
加
者
募
集
！

「
日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
」
と

い
う
山
行
企
画
第
３
回
の
ご
案
内
で
す
。

今
回
は
南
ア
ル
プ
ス
・
白
峰
南
嶺
の
日

本
三
百
名
山
、
笊ざ

る

ヶが

岳た
け（

２
６
２
９
ｍ
）

と
山や

ん

伏ぶ
し

（
２
０
１
４
ｍ
）
に
登
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
山
仲
間
や
ご
家
族
な
ど
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
本
企
画
の
特
徴
は
、

＊
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の
ガ
イ
ド
資

格
を
有
す
る
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
が
１
名

（
最
少
催
行
人
数
７
名
の
場
合
）同
行
し

ま
す
。

＊
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー（
解
説
員
）と
し

て
当
該
山
域
に
精
通
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｃ

支
部
会
員
（
第
３
回
の
場
合
は
静
岡
支

部
）が
、
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
本

部
集
会
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ

１
名
同
行
し
ま
す
。

【
第
３
回
日
程
・
行
程
な
ど
】

期
間　

８
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）集

合
開
散　

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
前
10
時
集
合
、

16
時
ご
ろ
解
散
予
定

行
程　

１
日
目
／
静
岡
駅（
送
迎
車
）　

畑
薙
ダ
ム（
送
迎
車
）椹
島
。夕
刻
、足

慣
ら
し
の
散
策（
１
時
間
）　

２
日
目

／
椹
島
往
復
10
時
間
）
笊
ヶ
岳
３
日

目
／
椹
島（
送
迎
車
）畑
薙
ダ
ム（
送

迎
車
）百
畳
峠（
往
復
２
時
間
）山
伏
。

百
畳
峠（
送
迎
車
）静
岡
駅
解
散

食
事　

朝
２
回
、
夕
２
回
（
昼
食
は
各

自
、
行
動
食
を
ご
持
参
下
さ
い
）

宿
泊　

２
泊
と
も
椹
島
ロ
ッ
ジ

参
加
費　

会
員
／
６
万
１
０
０
０
円　

　
　
　

会
員
外
／
６
万
３
０
０
０
円

定
員　

17
名（
最
少
催
行
人
数
７
名
）

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
１
６
０　
０
０

０
８
東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
25
番
地‥

三
栄
ハ
ウ
ス
２
０
２　

㈱
ア
ト
ラ
ス

ト
レ
ッ
ク

０
３　
３
３
４
１　
０
０
３
０

０
３　
３
３
４
１　
９
２
０
０

日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
係
ま
で
。

担
当
＝
今
村

info@
atlastrek.co.jp

＊
お
申
込
み
の
方
に
詳
細
な
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

（
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
／
集
会
委
員
会
）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業　

日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
③
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て
い
た
だ
い
た
。

５
日
13
：
00
ご
ろ
か
ら
各
支
部
の
参

加
者
が
続
々
と
集
合
し
始
め
、
受
付
後

部
屋
割
り
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

い
っ
た
ん
長
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た

だ
い
た
。
支
部
合
同
会
議
場
所
前
の
廊

下
に
て
越
後
支
部
フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同

好
会
（
本
間
一
人
代
表
）
が
「
越
後
の

山
々
」写
真
展
を
開
催
し
、多
く
の
方
々

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
た
。

14
時
30
分
よ
り
支
部
合
同
会
議
が
始

ま
り
、橋
本
正
巳
越
後
支
部
長
か
ら「
よ

う
こ
そ
越
後
の
山
へ
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。」と
歓
迎
の
開
会
挨
拶
。
さ
ら

に
東
京
多
摩
支
部
の
一
員
と
し
て
参
加

さ
れ
た
森
武
昭
会
長
か
ら
、「
支
部
交

流
を
ど
ん
ど
ん
活
発
に
し
て
行
く
こ
と

が
、
日
本
山
岳
会
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
」と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

14
時
40
分
か
ら
講
演
会
と
な
り
、
最

初
に
越
後
支
部
・
山
崎
幸
和
顧
問
（
前

支
部
長
）か
ら「
西
蒲
三
山
の
歴
史
と
民

俗
」と
題
し
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。山

崎
さ
ん
は
、「
西
蒲
三
山
」と
は
越
後
の

西
蒲
原
地
方
の
山
で
弥
彦
山
（
６
３
４

ｍ
）
を
盟
主
と
し
た
角
田
山
と
国
上
山

（
３
１
３
ｍ
）
の
総
称
で
あ
る
と
説
明
。

さ
ら
に
日
本
海
か
ら
そ
そ
り
立
ち
展
望

が
良
く
、「
佐
渡
・
弥
彦
・
米
山
国
定
公

園
」
と
し
て
昭
和
25
年
に
国
定
公
園
第

1
号
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
審
議
に
当

た
っ
て
は
、
日
本
山
岳
会
の
重
鎮
で
あ

っ
た
田
部
重
治
氏
と
村
井
米
子
氏
が
厚

生
省
の
役
人
と
来
県
さ
れ
、
弥
彦
山
頂

か
ら
越
後
平
野
を
眺
め
、
国
定
公
園
と

し
て
問
題
な
し
と
の
お
墨
付
き
を
い
た

だ
い
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。
山
崎

さ
ん
の
講
演
は
、
予
定
の
１
時
間
を
10

分
も
超
過
す
る
熱
演
に
皆
さ
ん
興
味
深

く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

次
に
越
後
支
部
女
性
支
部
会
員
の
リ

ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
山
田
智
子
さ
ん

か
ら
、「
西
蒲
三
山
の
植
生
と
春
の
花
」

と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
角
田

山
は「
新
・
花
の
百
名
山（
田
中
澄
江
）」

に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
３
月
中
旬
か
ら

４
月
に
か
け
て
も
っ
と
も
見
頃
の
季
節

で
あ
り
、
特
に
雪
割
草
や
カ
タ
ク
リ
の

群
生
が
見
事
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ

た
。
明
日
の
山
行
ま
で
に
天
候
が
回
復

し
雨
が
降
ら
な
い
よ
う
に
、
今
夜
の
懇

親
会
で
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
お
祈

り
し
ま
し
ょ
う
と
締
め
く
く
っ
て
い
た

だ
い
た
。

17
時
～
18
時
30
分
ま
で
は
入
浴
や
休

憩
時
間
と
し
て
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
、

18
時
30
分
よ
り
懇
親
会
を
開
始
し
た
。

越
後
支
部
名
誉
会
員
の
土
田
幸
雄
氏
よ

り
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ
き
祝

宴
と
な
っ
た
が
、
早
々
席
を
立
っ
て
の

懇
親
が
始
ま
り
、
１
年
ぶ
り
の
支
部
交

流
に
話
が
弾
ん
で
い
っ
た
。
各
テ
ー
ブ

ル
に
越
後
支
部
の「
越
乃
寒
梅
」と「
雪

中
梅
」が
配
置
さ
れ
、
信
濃
支
部
の「
大

雪
渓
」、
山
梨
支
部
の「
甲
州
ワ
イ
ン
」、

静
岡
支
部
の「
高
砂
」、
東
京
多
摩
支
部

「
多
摩
自
慢
」が
寄
贈
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

森
会
長
、東
京
多
摩
支
部
川
口
さ
ん
、越

後
支
部
の
靏
本
さ
ん
、
菊
入
さ
ん
、
加

藤
さ
ん
、
小
山
さ
ん
と
続
々
と
お
酒
の

差
し
入
れ
が
あ
り
、
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
。

20
時
30
分
に
来
年
開
催
担
当
の
信
濃

支
部
塚
原
支
部
長
か
ら
、
中
締
め
の
音

頭
を
と
っ
て
い
た
だ
き
お
開
き
と
な
っ

た
。翌

６
日
は
、
昨
夜
の
お
神
酒
が
効
い

た
せ
い
か
、
雨
は
止
ん
で
薄
曇
り
の
天

気
と
な
っ
た
。
越
後
支
部
の
小
山
事
業

委
員
長
か
ら
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

と
天
候
を
考
慮
し
て
、
全
員
が
浦
浜
コ

ー
ス
か
ら
角
田
山
を
目
指
す
こ
と
に
変

更
す
る
と
発
表
が
あ
り
、
８
時
に
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
２
台
で
宿
舎
を
出
発
し
た
。

登
山
口
で
準
備
運
動
を
行
な
い
登
山
開

始
、
最
初
15
分
く
ら
い
の
急
登
を
終
え

る
と
な
だ
ら
か
な
稜
線
と
な
り
、
カ
タ

ク
リ
の
群
生
が
始
ま
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
山
野
草
を
眺
め
な
が
ら

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
が
雨
の
心
配
も
な
さ
そ
う
で

あ
る
。
の
ん
び
り
と
２
～
３
時
間
程
度

の
軽
く
汗
を
か
き
な
が
ら
の
楽
し
い
登

山
で
あ
り
、
と
く
に
落
伍
者
も
な
く
全

員
が
角
田
山
頂
上
に
到
着
、
下
山
は
桜

尾
根
コ
ー
ス
を
通
り
、
日
本
海
の
角
田

浜
に
降
り
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
迎

え
て
く
れ
て
13
時
30
分
宿
舎
に
到
着
し
、

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
解
散
式
を
行

な
っ
た
。‥

（
桐
生
恒
治
）

岩室温泉で開催された中部ブロック支部交流会
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本
書
は
、
四
国
支
部
の
若
手
会
員
が

中
核
と
な
っ
て
作
成
し
た
、
四
国
の
沢

を
多
く
の
カ
ラ
ー
写
真
付
き
で
紹
介
す

る
書
籍
で
あ
る
。

沢
１
本
あ
た
り
１
～
２
㌻
で
43
本
の

沢
が
紹
介
さ
れ
、
う
ち
28
本
の
沢
に
は

３
分
の
１
㌻
の
遡
行
記
録
（
無
味
乾
燥

な
も
の
で
は
な
く
、
遡
行
時
の
感
想
に

基
づ
く
も
の
だ
と
思
う
。
沢
愛
好
家
が

記
録
を
読
め
ば
、
情
景
を
想
像
で
き
遡

行
意
欲
が
か
き
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
評
者
は
そ
う
で
あ
る
。）が

載
り
、
14
本
の
沢
の
遡
行
図
が
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、資
料（
四
国
で
遡
行
対

象
と
な
る
１
４
１
本
の
沢
の
一
覧
）
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。

沢
の
位
置
を
明
示
す
る
地
図
は
付
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
地
形
図
と
首
っ
引

き
で
場
所
を
探
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
に
遡
行
の
ポ
イ

ン
ト
を
詳
解
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
万
人
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が

良
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
多
く
の

情
報
が
あ
り
、
問
題
の
多
く
は
解
決
で

き
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
点
を

一
蹴
し
て
な
お
余
り
あ
る
特
徴
が
２
点

あ
る
。

一
つ
は
、
四
国
の
沢
に
関
す
る
書
籍

と
い
う
点
で
あ
る
。
評
者
は
こ
れ
ま
で

に
四
国
に
特
化
し
た
沢
の
書
籍
に
接
し

た
こ
と
は
な
い
。
一
度
に
多
く
の
四
国

の
沢
を
紹
介
す
る
本
書
の
発
行
は
、
巻

頭
で
茂
木
会
員
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

お
り
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
全
国

の
沢
愛
好
家
に
と
っ
て
革
命
的
な
出
来

事
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
多
数
の
カ
ラ

ー
写
真
を
用
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
沢
登
り
を
や
ら
な
い
登
山
者
や
四

図
書
紹
介

国
に
縁
の
な
い
登
山
者
も
、
眺
め
る
だ

け
で
も
十
分
楽
し
め
る
。

も
う
一
つ
は
、
四
国
支
部
の
若
手
会

員
が
中
核
と
な
っ
て
作
成
し
た
点
で
あ

る
。
百
戦
錬
磨
の
会
員
か
ら
す
る
と
内

容
的
に
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
尾
野
四
国
支
部
長
の
全
面
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

作
成
メ
ン
バ
ー
は
山
を
始
め
て
数
年
の

会
員
が
中
心
で
あ
り
、
出
来
と
し
て
十

分
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
に
よ
り
、
若
手
会
員
の
獲
得
お
よ

び
育
成
の
方
針
が
結
実
し
つ
つ
あ
る
こ

と
の
好
例
で
あ
り
、
１
０
０
年
を
超
え

る
日
本
山
岳
会
の
歴
史
に
お
け
る
一
つ

の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
た
る
べ
き
書
籍
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
く
、
そ
の
点

で
も
価
値
が
高
い
。

若
干
の
難
癖
を
付
け
て
み
た
が
、
そ

れ
を
一
蹴
す
る
特
徴
や
情
景
を
容
易
に

想
起
さ
せ
る
多
く
の
写
真
と
遡
行
記
録

を
登
載
す
る
本
書
は
、
値
段
以
上
の
価

値
を
有
し
、
購
入
を
後
悔
す
る
こ
と
は

な
い
。
評
者
は
そ
う
確
信
し
て
い
る
。

‥

（
直
江
俊
弐
）

斎
藤
一
男
著

山　

そ
の
日
こ
の
人　

上
・
下



山　841−２０15・6・２０（第三種郵便物認可）

■13

2015年1月
論創社
四六判　
上〉419㌻、下〉336㌻
定価 各2800円＋税

「
登
山
と
は
文
化
的
行
為
で
あ
る
。」と

喝
破
し
た
の
は
桑
原
武
夫
で
あ
る
。

私
も
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
山
を
登
っ

て
き
た
。
た
だ
先
日
、
あ
る
日
本
百
名

山
遍
路
と
出
会
っ
て
か
ら
自
信
が
な
く

な
っ
て
い
る
。「
あ
な
た
は
い
く
つ
百

名
山
を
登
っ
た
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
の

で「
50
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
」と
答
え
る

と
、急
に
上
か
ら
目
線
に
な
っ
て「
僕
は

あ
と
５
山
で
１
０
０
名
山
だ
よ
」
と
の

た
ま
う
。少
し
カ
チ
ン
と
き
た
の
で『
日

本
百
名
山
』に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、深
田

久
弥
の
名
前
は
お
ろ
か
、
そ
う
い
っ
た

本
が
あ
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
い
。

こ
の
例
は
極
端
か
も
し
れ
な
い
が
、

最
近
は
山
を
登
っ
て
い
る
人
と
話
を
し

て
い
て
も
登
山
史
、
山
の
文
化
な
ど
に

話
が
及
ぶ
こ
と
が
め
っ
き
り
少
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

本
書
は
日
本
の
登
山
史
を
文
化
的
側

面
に
重
点
を
置
い
て
解
説
し
た
大
著
で

あ
る
。
登
山
史
書
と
い
う
と
登
山
に
ま

つ
わ
る
出
来
事
を
時
系
列
で
解
説
し
た

も
の
が
多
い
中
で
、
文
化
・
社
会
に
関

す
る
記
述
が
多
く
、
類
書
と
は
違
っ
た

新
鮮
な
内
容
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

著
者
の
斎
藤
一
男
氏
は
日
本
山
岳
文

化
学
会
を
創
設
し
、
初
代
会
長
を
務
め

た
登
山
家
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
山
学

同
志
会
を
主
宰
し
、
日
本
山
岳
協
会
会

長
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
日
本

の
山
岳
界
を
牽
引
し
て
き
た
人
物
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

著
者
に
は
危
惧
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
本
書
の
端
々
に
溜
息
と
な

っ
て
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

「
山
は
か
つ
て
あ
っ
た
よ
う
な
信
仰
や

尊
敬
、
冒
険
の
対
象
で
は
な
く
、
都
会

人
が
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
た
め
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
に
成
り
下
が

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。」

た
だ
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
著
者
は
力
強

く
読
者
に
語
り
か
け
て
く
る
の
だ
。

「
…
…
親
切
な
案
内
書
を
頼
り
に
し
て

一
山
、
ま
た
一
山
、
百
名
山
、
二
百
名

山
を
志
し
、
と
し
な
い
で
ほ
し
い
。
山

に
謙
虚
な
気
持
ち
で
接
し
、
山
の
文
化

を
学
び
、
心
の
浄
化
道
場
と
し
て
励
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
そ

し
て
美
し
い
山
の
自
然
を
、
私
た
ち
の

祖
国
日
本
へ
愛
す
る
子
孫
に
残
し
て
も

ら
い
た
い
。」そ
れ
が
本
書
を
世
に
送
る

本
来
の
目
的
だ
と
著
者
は
い
う
。

登
山
が
文
化
的
行
為
だ
っ
た
時
代
が

誰
も
振
り
向
か
な
い
過
去
に
な
っ
て
し

ま
い
つ
つ
あ
る
昨
今
、
ぜ
ひ
多
く
の
登

山
者
に
本
書
を
繙
い
て
も
ら
い
た
い
。

登
山
は
遍
路
で
は
な
い
し
、
単
な
る
ス

ポ
ー
ツ
で
も
レ
ジ
ャ
ー
で
も
な
い
。
本

書
を
読
ん
で
い
く
ば
く
か
で
も
そ
れ
を

感
じ
取
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。‥

（
近
藤
雅
幸
）

平
位
剛
著

ワ
ハ
ー
ン
回
廊

　

自
然
と
棲
む
人
た
ち　2015年2月

霞が関出版
A4判　153㌻
定価　4500円＋税

金
子
民
雄
氏
が
序
で
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、「
ワ
ハ
ー
ン
回
廊
と
い
っ
て
も
、

我
々
に
と
っ
て
一
体
な
に
な
の
か
す
ぐ

に
分
か
る
人
は
そ
う
多
く
な
い
で
あ
ろ

う
。
中
央
ア
ジ
ア
や
パ
ミ
ー
ル
に
親
し

ん
だ
人
で
さ
え
、
と
っ
さ
に
思
い
浮
か

ば
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。」　

パ
ミ
ー
ル
と
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
山
脈

の
間
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
北
東
端
の

高
所
渓
谷
地
帯
で
あ
る
。
イ
シ
ュ
カ
シ

ュ
ム
か
ら
東
西
３
０
０
㎞
、
南
北
15
～

65
㎞
で
、
北
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
南
は

パ
キ
ス
タ
ン
、
東
は
中
国
に
囲
ま
れ
て

い
る
。

１
８
０
０
年
代
、
露
英
の
国
境
問
題

が
起
き
、
ワ
ハ
ー
ン
は
そ
の
緩
衝
地
帯

と
な
り
、
１
９
６
０
年
、
ソ
連
軍
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
と
、
そ
の
後
タ
リ

バ
ン
に
よ
る
テ
ロ
が
続
き
ま
す
ま
す
入

域
が
困
難
と
な
っ
た
。
著
者
は
１
９
６

９
・
71
年
２
度
の
登
山
、
そ
の
後
１
９

９
８
年
か
ら
３
夏
の
記
録
を
、『
禁
断

の
ア
フ
ガ
ー
ニ
ス
タ
ー
ン
・
パ
ミ
ー
ル

紀
行
』
で
２
０
０
３
年
に
出
版
し
て
い

る
。こ

の
度
の『
ワ
ハ
ー
ン
回
廊
』は
、
２

度
の
登
山
と
２
０
１
１
年
ま
で
計
８
回

の
ワ
ハ
ー
ン
ほ
ぼ
全
域
を
踏
査
し
た
記

録
写
真
集
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
首
都
カ
ー
ブ
ル
か
ら
サ
ー
ラ
ン
グ
峠

を
超
え
、
ワ
ハ
ー
ン
の
西
玄
関
口
イ
シ

ュ
カ
シ
ュ
ム
を
経
由
し
、
オ
ク
サ
ス
河

合
流
点
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
入
る
。

１
９
６
９
年
登
頂
し
た
東
部
ヒ
ン
ド

ゥ
・
ク
シ
ュ
山
脈
の
シ
ェ
ー
ル
・
コ
ー

（
６
３
９
２
ｍ
）、
そ
し
て
パ
ミ
ー
ル
河

を
遡
る
。
１
９
７
１
年
登
頂
の
ワ
ハ
ー

ン
山
脈
の
コ
ー
イ
・
ハ
ー
ン
（
６
０
２

０
ｍ
）、
高
仙
芝
の
連
雲
堡
趾
を
踏
む
。

さ
ら
に
東
に
ワ
フ
ジ
ー
ル
と
小
パ
ミ
ー

ル
で
の
キ
ル
ギ
ス
人
の
放
牧
地
、
そ
こ
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か
ら
中
国
国
境
を
展
望
し
て
い
る
。
ワ

ハ
ー
ン
山
脈
の
峠
を
越
え
大
パ
ミ
ー
ル

で
は
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
の
全
貌
を
踏
破
し

て
、
玄
奘
と
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
足
取
り

を
検
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
部
ヒ
ン

ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
山
脈
の
７
峠
、
大
、
小

パ
ミ
ー
ル
を
結
ぶ
ワ
ハ
ー
ン
山
脈
越
え

の
５
峠
、
中
国
へ
向
か
う
２
峠
を
踏
ん

で
い
る
。
そ
の
間
、
キ
ル
ギ
ス
人
の
男

性
と
女
性
の
服
装
、
衣
服
、
靴
、
乗
り

物
、
家
畜
、
機
織
り
、
フ
ェ
ル
ト
作
り
、

ユ
ル
ト
の
内
部
、
チ
ー
ズ
作
り
、
な
ど

住
民
と
の
信
頼
交
流
が
な
け
れ
ば
撮
れ

な
い
写
真
が
ふ
ん
だ
ん
に
載
っ
て
い
る
。

本
書
に
挿
入
さ
れ
た
写
真
は
ど
れ
も

世
界
的
に
非
常
に
貴
重
な
も
の
ば
か
り

で
、
日
本
語
の
説
明
文
と
英
文
対
訳
が

付
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
の
完

成
当
日
、
平
位
氏
は
入
院
さ
れ
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
事
に
回
復
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。‥

（
土
石
川
勝
司
）

南
極
Ｏ
Ｂ
会
編
集
委
員
会
編

南
極
観
測
船「
宗
谷
」航
海
記

―
航
海
・
機
関
・
輸
送
の
実
録
―

2014年12月
成山堂書店刊　
A5判　275㌻
定価　2500円＋税

敗
戦
、
占
領
の
時
代
か
ら
独
立
し
て

間
も
な
い
こ
ろ
の
わ
が
国
が
、
国
際
社

会
に
入
り
、
南
極
観
測
に
加
わ
ろ
う
と

す
る
夢
の
よ
う
な
快
挙
に
日
本
中
が
湧

き
上
が
っ
た
こ
と
を
、
当
時
、
高
校
生

だ
っ
た
私
も
思
い
出
す
。

海
上
保
安
庁
の
灯
台
修
理
船
を
改
造

し
た
初
代
南
極
観
測
船「
宗
谷
」は
、
１

９
５
６
年
11
月
に
晴
海
埠
頭
か
ら
の
初

航
海
に
出
港
し
て
以
降
、
第
６
次
ま
で
、

観
測
隊
員
と
資
材
の
輸
送
に
携
わ
っ
た
。

本
書
は
、「
宗
谷
」の
乗
組
員
や
南
極

の
空
を
飛
び
回
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち

の
貴
重
で
冒
険
的
な
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ワ

ー
ク
の
実
録
で
あ
る
（「
航
海
記
」「
航

空
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」）。

「
海
鷹
丸
の
航
海
記
」
で
は
初
航
海
の

「
宗
谷
」に
同
伴（
支
援
）し
て
、
氷
海
で

の
苦
闘
ぶ
り
が
臨
場
感
あ
ふ
れ
て
い
る

し
、「
宗
谷
医
務
長
記
」は
氷
海
上
で
の

手
術
、
村
山
雅
美
隊
長
は
じ
め
観
測
隊

員
た
ち
と
の
心
温
ま
る
交
流
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
筆
致
で
回
想
し
て
い
て
、

昔
語
り
的
な
よ
き
時
代
の
南
極
航
海
の

読
み
物
と
し
て
楽
し
め
る
。

従
来
か
ら
、
観
測
隊
員
の
記
録
や
成

果
を
伝
え
る
本
は
多
々
刊
行
さ
れ
て
き

た（
例
え
ば
、
西
堀
栄
三
郎『
南
極
越
冬

記
』は
今
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
）け
れ

ど
、乗
組
員
や
船
を
動
か
す
機
関
士
、航

Climbing&Medicine・68
山地のブユ対策
 秦　和寿

ブユの被害
春から秋にかけ尾根筋などを歩いて
いるとき、頭の周りを黒っぽいコバエ
様の小さな虫が多数飛び回ることがよ
くあります。この微小な虫はブユです。
うっとうしいだけでなく、頭髪の中に
入り込んだり、瞼などから吸血します。
少し正確にいうと、ブユは口器で皮膚
を噛み、血をなめるのです。都会の人は
ブユに刺された経験が少なく、ひどく
腫れ上がります。ブユの唾液には高分
子化合物があり、アレルギー反応を起
こすからです。幸いなことに海外のブ
ユのように感染症を起こすことはあり
ません。
ブユが飛翔するのは3月から11月ぐ
らいまでで、とくに天候が曇りで湿度
の高いときに多く発生します。ブユは
国内を代表する吸血昆虫で、古来から
その対策に追われてきました。奈良平

安の時代から、昭和30年代まで杣人や農民は、「燻し」とい
うワラを燻してブユを追い払う防虫具を作成してきまし
た。駆除というより煙で忌避させるのです。

余談ですが、こういったブユをはじめ双翅目（微小なサ
シバエやキバネクロバエ類）の昆虫は、クマなどの哺乳動
物に着いて動き回っています。山中でクマの糞を見つけ、
獣のうなり声が聞こえ、さらに急に微小な昆虫が異常に
多くなったとき、すぐそばにクマなどの獣が藪の中にい
る可能性があります。ブユ類は哺乳動物の接近を知らせ
る指標昆虫でもあるということです。
ブユを防ぐ
山の中で多数のブユに遭遇した場合とても困ります
が、ブユの防ぎ方は次のとおりです。第一に長袖等の着衣
と着帽で皮膚の露出部分を少なくします。ブユが発生す
る山域では長袖シャツと帽子を忘れてはなりません。さ
らに首回りなどは手拭いで覆い、状況によりほっかぶり
のようなことも効果的です。清潔な手拭いはかさばらな
いし、捻挫などの応急処置もできるので有用です。第二に
ディートと呼ばれる虫除け剤の使用です。スプレー式な
どが市販されています。汗で成分が流れたり時間が経つ
と効果がなくなります。ほかに携帯用の蚊取り線香を腰
にぶら下げ燻すこともブユを忌避します。人によっては
薄荷(はっか)入りの飴をなめるなどそれぞれの防虫法が
あるようです。ほかに刺されたときのために虫刺され軟
膏もあれば便利です。虫刺され薬は抗ヒスタミンとステ
ロイド剤が主成分で、腫れや痒みを減少させます。
山岳人はブユに限らず山の害虫に対して自分に合う虫
除け方法を持つ必要があると思います。吸血昆虫等に対
する基礎知識と防虫具の携行です。具体的には長袖着衣、
帽子、布（手拭い）、虫除けスプレー、虫刺され軟膏など、防
虫グッズを活用して虫害を防ぎます。

なお、過去のコラムは次の手順でご覧になれます。ご活用ください。
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http://jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html
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海
士
の
仕
事
や
業
績
が
書
か
れ
た
本
の

刊
行
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
か
？

「
観
測
隊
員
の
記
録
」
編
も
設
け
ら
れ

て
い
る
。
初
期
の
観
測
隊
は
、
当
時
の

日
本
山
岳
会
会
員
が
重
要
な
任
務
で
活

躍
し
た
。
多
く
の
方
々
は
鬼
籍
に
入
ら

れ
た
が
、
中
村
純
二
会
員
が
、
食
糧
計

画
、
観
測
の
成
果
や
タ
ロ
、
ジ
ロ
と
の

再
会
な
ど
を
回
想
し
て
い
る
。
宮
原
巍

会
員
は
、
南
極
体
験
が
後
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
語
っ
て
い
る
。

「
資
料
編
」
に
は
ユ
ー
モ
ア
と
諧
謔
に

満
ち
た『
ペ
ン
ギ
ン
日
記
』（
朝
比
奈
菊

雄
著
）
と
『
南
極
新
聞
（
第
一
次
隊
）』

（
こ
れ
も
朝
比
奈
菊
雄
版
元
）の
抜
粋
が

載
っ
て
い
て
、
緊
張
感
と
ほ
ほ
え
ま
し

い
雰
囲
気
が
想
像
で
き
る
。

「
宗
谷
」は
、１
９
３
８
年
の
誕
生
か
ら

波
乱
の
経
歴（
船
歴
）を
経
て
進
水
か
ら

70
年
、
船
の
科
学
館
（
東
京
臨
海
副
都

心
）に
永
久
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る（
南

極
観
測
船
宗
谷
物
語
」村
越
望
）。

ま
た
、
巻
頭
の
カ
ラ
ー
版
口
絵
は
、

「
宗
谷
」の
改
装
さ
れ
た
過
程
や
、
氷
上

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
初
期
の
昭
和
基
地
風

景
、
タ
ロ
と
ジ
ロ
や「
宗
谷
」を
救
出
し

た
オ
ビ
号（
ソ
連
）な
ど
の
珍
し
い
写
真

が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
資
料
と
し
て
も

貴
重
な
も
の
だ
ろ
う
。‥

（
松
澤
節
夫
）

インドネシアの山に登りませんか
日本山岳会創立110周年記念事業実行委員会

日本山岳会110周年記念事業として、インドネシアの山のガイドブックの出版を目的とするプ

ロジェクトが始まりました。赤道直下のインドネシアには富士山を超える山も数多くあります。

その調査のためインドネシアの各島に、２年間で３回登山隊を派遣することを計画しています。

本年度は、10月下旬にジャワ島に会員登山隊を派遣する予定です。現地協力者による案内で、

技術的には難しくない山を登る計画を立てています。登山隊への参加費用は自己負担になりま

す。

登山説明会を平成27年７月18日（土）午後に日本山岳会本部で行ないますので、興味のある方

はご参加ください。お問い合わせは吉川（ mark_tokyo@nifty.com）または本部にご連絡ください。

全体計画は下記のとおりです。

実施予定 作業 作業内容

2015年6月13日から
4週間 児玉会員の現地調査と作業準備 児玉会員のジャワ島滞在および現地協力者との

スラウェシ島での登山

2015年7月18日 説明会①
「インドネシアの山登り2015」

JAC本部における、ジャワの山を対象とする
派遣登山隊説明会

2015年10月下旬の
10日間

登山隊①
派遣（写真・登山道データ更新）

会員募集隊　ジャワ島スメル山（3676m）などに
調査登山隊を派遣。

2016年4月初旬 説明会②
「インドネシアの山登り2016」

JAC本部における登山隊説明会
インドネシアの山　

2016年7月3週間 現地調査と作業準備
（ガイドブックの準備）

児玉会員および現地協力者によるジャワ島滞在
とスマトラ島での調査登山

2016年7月下旬の
12日間

登山隊②
派遣（写真・登山道データ取得）

会員募集隊　スマトラ島クリンチ山(3850m)
などへの調査登山隊派遣。

2016年10月下旬の
14日間

登山隊③
派遣（写真・登山道データ取得）

会員隊　パプア州ジャヤ峰（4884ｍ）への
調査登山隊派遣。

2017年2月下旬の
１週間

出版記念現地キャンペーンと
登山隊④

児玉会員と現地協力者および会員募集隊、ジャ
ワ島へのツアー登山隊派遣　
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パ
ー
ル
大
地
震
の
被
災
者
救
済
の
た
め
、

日
本
山
岳
会
を
含
め
た
山
岳
６
団
体
が

共
同
で
募
金
活
動
を
行
な
う
こ
と
、
お

よ
び
、「
日
本
山
岳
会
ネ
パ
ー
ル
大
地

震
救
援
募
金
」
口
座
を
開
設
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、反

対
な
し
で
承
認
）

６
・
支
部
長
の
交
代
に
つ
い
て

埼
玉
支
部
お
よ
び
山
形
支
部
か
ら
、

以
下
の
と
お
り
支
部
長
交
代
の
答
申
が

あ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、反
対
な

し
で
承
認
）

埼
玉
支
部
：
現
支
部
長　

大
久
保
春

美（
７
２
４
９
）→
新
支
部
長　

松
本
敏

夫（
１
２
０
４
７
）

山
形
支
部
：
現
支
部
長　

粕
谷
俊
矩

（
９
５
９
５
）→
新
支
部
長　

木
村
喜
代

志（
７
７
３
４
）

７
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て

27
名
の
入
会
に
つ
い
て
、
別
添
資
料

に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、反
対

な
し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
八
王
子
市
の
高
尾
山
口
駅
周
辺
施

設
の
運
営
に
つ
い
て（
森
）

標
記
の
管
理
を
委
託
さ
れ
た
京
王
電

鉄
㈱
か
ら
本
会
に
、
運
営
に
関
す
る
協

力
依
頼
の
話
が
あ
る
。
今
後
、
そ
の
依

頼
内
容
を
精
査
し
、
対
応
す
る
組
織
等

会

務

報

告

平
成
27
年
度
第
２
回（
５
月
度
）理
事
会

議
事
録   

日
時　

平
成
27
年
５
月
13
日
㈬
19
時
00

分
～
20
時
55
分

場
所　

集
会
室

【
出
席
者
】
森
会
長
、
節
田
・
黒
川
・
古

野
各
副
会
長
、
高
原
・
吉
川
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
勝
山
・
山

田
・
野
口
・
落
合
・
川
瀬
・
山

賀
・
直
江
各
理
事
、
浜
崎
監
事‥

【
欠
席
者
】
大
槻
理
事
、
吉
永
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
決
算

（
案
）に
つ
い
て

別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し
、
事
業
報

告
（
案
）
の
一
部
を
修
正
し
た
。（
賛
成

14
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

２
・
次
期
人
事（
監
事
）に
つ
い
て

次
の
監
事
候
補
者
に
つ
い
て
審
議
し

た
。（
賛
成
14
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

〈
監
事
候
補
者
〉《
新
任
》重
廣
恒
夫（
７

９
３
１
）

３
・
監
事
と
支
部
長
の
兼
任
に
つ
い
て

公
益
法
人
運
営
委
員
会
か
ら
示
さ
れ

た
「
支
部
に
お
け
る
業
務
執
行
の
責
任

者
で
あ
る
支
部
長
が
、
そ
の
業
務
を
監

査
す
る
監
事
を
兼
務
す
る
こ
と
は
不
可

で
あ
る
。」と
の
見
解
に
つ
い
て
、
別
添

資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、

反
対
な
し
で
承
認
）

４
・
海
外
登
山
基
金
の
取
り
崩
し
額
の

修
正
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
第
11
回（
３
月
度
）理
事

会
で
承
認
済
み
の
平
成
26
年
度
中
に
実

施
し
た
１
１
０
周
年
記
念
事
業
に
お
け

る
海
外
登
山
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
額

に
つ
い
て
、
寄
付
金
額
が
増
加
し
た
こ

と
に
伴
い
、
当
初
予
定
し
て
い
た
６
３

０
万
円
か
ら
４
８
８
万
円
に
減
額
し
て

取
り
崩
す
こ
と
に
つ
い
て
、
別
添
資
料

に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、反
対

な
し
で
承
認
）

５
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
へ
の
対
応
に
つ

い
て平

成
27
年
4
月
25
日
に
発
生
し
た
ネ

図書受入報告（2015年5月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

一等三角点研究会‥(編著) 登山案内‥‥一等三角点全国ガイド 260p／21cm ナカニシヤ出版 2015 編著者寄贈

慶応義塾体育会山岳部‥(編) 登高行‥第20号‥：慶應義塾体育会山岳部‥100周年記念号 268p／27cm 慶応義塾体育会山岳部 2015 発行者寄贈

ＪＡＣ東京多摩支部‥(編) 東京多摩支部設立5周年記念誌‥‥：5th‥Anniversary 167p／21cm ＪＡＣ東京多摩支部 2015 発行者寄贈

米倉久邦‥ 日本の森列伝‥‥：自然と人が織りなす物語(ヤマケイ新書‥016) 350p／17cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

W.デイヴィス(著)‥秋元由紀‥(訳）沈黙の山嶺‥‥：第一次世界大戦とマロリーのエヴェレスト‥(上巻) 392p／20cm 白水社 2015 出版社寄贈

W.デイヴィス(著)‥秋元由紀‥(訳）沈黙の山嶺‥‥：第一次世界大戦とマロリーのエヴェレスト‥(下巻) 410p／20cm 白水社 2015 出版社寄贈
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に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
平
成
27
年
度
通
常
総
会
の
資
料
、

出
欠
票
・
委
任
状
・
議
決
権
行
使
書
の

様
式
等
に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
報

告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

２
・
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
決
算
の

監
事
監
査
が
、
本
日（
５
月
13
日
）終
了

し
た
旨
の
報
告
が
別
添
資
料
に
よ
り
あ

っ
た
。（
浜
崎
、
吉
川
）

３
・
故
吉
田
周
平
氏
（
前
学
生
部
委
員

長
）
の
ご
遺
族
か
ら
受
け
た
寄
付
金
に

つ
い
て
、使
途
を
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
に
お
い
て
検
討
す
る
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。（
吉
川
）

４
・
４
月
18
日
に
愛
知
県
瀬
戸
市
で
開

催
さ
れ
た
第
９
回
森
づ
く
り
連
絡
協
議

会
に
つ
い
て
、
別
添
資
料
に
よ
り
報
告

が
あ
っ
た
。（
吉
川
）

５
・
４
月
12
日
に
開
催
し
た
平
成
2７
年

度
第
１
回
評
議
員
懇
談
会
に
つ
い
て
、

別
添
資
料
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
高
原
）

６
・
日
本
山
岳
会
が
主
催
す
る
行
事
に

関
わ
る
賠
償
責
任
保
険
に
、
前
年
度
に

引
き
続
い
て
加
入
す
る
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。（
佐
藤
）

７
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
か

ら
、
学
生
部
ネ
パ
ー
ル
東
部
遠
征
隊
２
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０
１
５
の
計
画
に
つ
い
て
別
添
資
料
に

よ
り
、
ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
に
よ

る
海
外
登
山
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
古
野
、
黒
川
）

８
・
会
員
増
強
・
財
政
基
盤
検
討
Ｐ
Ｔ

か
ら
、
別
添
資
料
に
よ
り
会
員
制
度
等

の
検
討
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。（
黒
川
）

９
・
平
成
2７
年
度
の
新
永
年
会
員
候
補

者
3７
名
に
つ
い
て
、
別
添
資
料
に
よ
り

報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

10
・
神
奈
川
大
学
創
立
１
０
０
周
年
事

業「
タ
サ
ル
ツ
ェ
遠
征
隊
」に
つ
い
て
は
、

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
実

施
時
期
を
延
期
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。（
落
合
）

11
・
本
年
６
月
７
日
に
実
施
す
る
第
69

回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
、
本
部
か
ら
森
会

長
、
節
田
・
古
野
両
副
会
長
が
出
席
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
吉
川
）

12
・
夏
山
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
遭

難
事
故
防
止
に
関
す
る
注
意
喚
起
を

「
山
」に
掲
載
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
黒
川
）

13
・
大
学
山
岳
・
Ｗ
Ｖ
部
監
督
（
コ
ー

チ
）会
議
を
開
催
し
、学
生
へ
の
指
導
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な

う
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
古
野
）

14
・
第
３
回
夏
山
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に

つ
い
て
東
海
支
部
か
ら
名
義
後
援
の
依

頼
が
あ
り
、
承
認
し
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。（
高
原
）

15
・
海
外
か
ら
着
信
す
る
メ
ー
ル
へ
の

対
応
方
法
に
つ
い
て
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
の
一
部
を
別
添
の
と
お
り
修
正
す
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
川
瀬
・
黒
川
）

16
・
会
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、
森
づ

く
り
に
関
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
吉
川

常
務
理
事
が
中
心
と
な
り
関
係
者
で
検

討
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
吉
川
・

森
）

17
・
本
年
１
月
、
遠
見
尾
根
で
の
本
会

会
員
の
遭
難
事
故
に
伴
う
捜
索
に
関
し

て
、
出
身
母
体
の
稲
門
山
岳
会
か
ら
状

況
報
告
と
捜
索
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼

が
あ
っ
た
。（
古
野
）

18
・
今
年
度
末（
平
成
28
年
３
月
31
日
）

時
点
で
の
会
費
未
納
に
よ
る
除
籍
予
定

者
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

19
・「
山
」５
月
号
の
発
行
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
節
田
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
第
4
回
梅
棹
忠
夫
・
山
と
探
検
文

学
賞
」
授
賞
式　

６
月
４
日
㈬
於
：
長

野
市

２
・
長
野
県
よ
り
中
部
４
県
の
「
山
の

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
に
関
す
る
協
力
依

頼

３
・
環
境
省
か
ら
の
吉
野
熊
野
国
立
公

園
大
台
ヶ
原
山
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
等

の
送
付
案
内

４
・（
一
社
）日
本
オ
オ
カ
ミ
協
会
か
ら

の
「
オ
オ
カ
ミ
復
活
と
保
護
」の
案
内

５
・
田
淵
行
男
記
念
館
企
画
展
開
催　

４
月
21
日
～
９
月
27
日

【
今
後
の
予
定
】

１
・
第
69
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭　

６
月
６

日
㈯
～
７
日
㈰‥

２
・
平
成
27
年
度
通
常
総
会　

６
月
20

日
㈯

5月5月

7
日　

常
務
理
事
会　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

8
日　
「
家
族
登
山
」
普
及
委
員
会‥

11
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

12
日　

評
議
員
会　

山
岳
研
究
所
運
営

委
員
会　

二
火
会　

ス
ケ
ッ

チ
ク
ラ
ブ

13
日　

理
事
会　

集
会
委
員
会　

山
想

倶
楽
部

14
日　

図
書
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ　

緑
爽
会　

山
岳
地

理
ク
ラ
ブ

15
日‥‥

支
部
事
業
委
員
会　

山
の
自
然

学
研
究
会　

九
五
会

18
日　

資
料
映
像
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ

19
日　

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
Ｐ

Ｔ　

00
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

20
日　

青
年
部　

三
水
会　

つ
く
も
会

21
日　

科
学
委
員
会　

み
ち
の
り
山
の

会

22
日　

自
然
保
護
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ‥

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

25
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

26
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

遭
難
対
策
委
員
会　

二
火
会

27
日　

自
然
保
護
委
員
会　

集
会
委
員

会　

麗
山
会

28
日　

学
生
部　

公
益
法
人
運
営
委
員

会　

山
遊
会

29
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

５
月
来
室
者
４
８
４
名

会
員
異
動（
５
月
分
）

物
故

池
田
錦
重（
６
０
３
１
）15
・
５
・
22

森　

武
雄（
６
７
７
６
）14
・
９
・
29

草
場
九
男（
１
１
６
２
７
）15
・
３
・
17‥‥‥‥‥‥‥‥

有
吉　

毅（
１
１
８
６
１
）15
・
２
・
17‥‥‥‥‥‥‥

寺
田
和
雄（
１
２
３
４
３
）15
・
５
・
２‥‥‥‥‥‥‥

木
村
知
博（
１
２
６
６
３
）15
・
４
・
30‥‥‥‥‥‥‥
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藤
原
優
太
郎（
１
２
８
８
１
）15
・
５
・
８‥‥‥‥

退
会

若
林
妙
子（
６
７
２
８
）　

富
山

阿
部
勇
作（
７
４
８
７
）　

山
形

宇
津
力
雄（
８
３
５
０
）

辻
田
代
史
雄（
８
５
７
８
）

川
戸
昭
三（
８
６
７
３
）　

関
西

小
林
義
廣（
９
１
３
０
）　

越
後

岸　

恒
方（
９
９
３
３
）　

北
海
道

赤
羽
昭
夫（
１
０
３
５
２
）

近
藤
雅
是（
１
０
６
７
７
）　

埼
玉

藻
谷　

拓（
１
０
８
８
０
）　

東
海

杏
橋
達
磨（
１
１
０
６
８
）

加
藤
求
二（
１
１
５
２
３
）

清
水　

真（
１
２
３
０
２
）　

北
海
道

大
浦
浜
雄（
１
３
１
８
５
）

井
上　

彪（
１
３
２
５
９
）　

福
井

田
村
英
二（
１
３
３
１
９
）

市
川
久
夫（
１
３
５
３
７
）　

越
後

並
木
真
二（
１
３
７
２
７
）

小
野
寺
佐
與
子（
１
３
８
１
３
）　

岩
手

大
石
そ
な
え（
１
４
１
９
９
）　

北
九
州

熊
岡
良
子（
１
４
３
７
５
）

山
口
富
藏（
１
４
６
５
２
）　

栃
木

石
原
尚
文（
１
４
７
０
６
）　

茨
城

岡
田
洋
子（
１
５
０
５
９
）　

東
海

坪
山
廣
子（
１
５
３
２
１
）

佐
々
木
み
さ
と（
１
５
３
５
５
）

◆
第
33
回
図
書
交
換
会
の
出
品
図
書
募

集

 

図
書
委
員
会

恒
例
の
図
書
交
換
会
は
、
本
年
度
も

年
次
晩
餐
会
の
会
場
で
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
本
棚
に
眠
っ
て
い
る
山
岳

書
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
会
場
で
希
望

者
に
頒
布
し
ま
す
。

出
品
図
書
は
８
月
末
日
ま
で
に
、
氏

名
、会
員
番
号
を
明
記
し
て「
日
本
山
岳

会
・
図
書
委
員
会
」宛
に
。
頒
布
価
格
は

図
書
委
員
会
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、頒
布
が
成
立
し
た
場
合
は
、価

格
の
80
㌫
を
出
品
者
に
お
返
し
し
ま
す
。

な
お
、
原
則
と
し
て
出
品
点
数
は
１
人

50
点
ま
で
と
し
、
当
会
の
刊
行
物
な
ら

び
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
雑
誌
は
お
断
わ

り
し
ま
す
。
判
断
が
難
し
い
場
合
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

三
好
ま
き
子

０
９
０　
８
０
１
９　
８
６
０
１

344m
m
@
m
be.nifty.com

◆
図
書
室
よ
り
お
知
ら
せ

本
年
の
４
月
か
ら
、
枻
出
版
社
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
月
刊
誌
の
『
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ

Ｓ
』『
ラ
ン
ド
ネ
』の
２
誌
が
継
続
的
に

図
書
室
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

‥

お
詫
び
と
訂
正

「
山
」５
月
号（
８
４
０
）号
17
㌻
、「
新

入
会
員
」欄
の
表
中
、「
会
員
番
号
１
５

７
２
８　

田
中
哲
也
」
は
田
中
聰
恵
さ

ん
の
誤
り
、「
会
員
番
号
１
５
７
３
４

井
上
保
」
は
井
上
優
美
さ
ん
の
誤
り
で

し
た
。
ご
本
人
お
よ
び
関
係
者
の
方
々

に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
謹
ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

‥

（
編
集
部
）
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❖
編
集
後
記
❖

◦
今
号
は
編
集
長
の
柏
さ
ん
が
海
外
取

材
で
不
在
な
た
め
、
担
当
理
事
で
あ
る

私
が
ピ
ン
チ
・
ヒ
ッ
タ
ー
を
引
き
受
け
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、ち
ょ
う
ど『
改
訂　

新
日
本
山
岳
誌
』の
重
版
と『
山
岳
』の

編
集
作
業
と
重
な
り
、
ま
さ
に
三
重
苦

の
よ
う
な
状
態
で
、
冷
や
冷
や
も
の
の

進
行
で
し
た
。

◦
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
か
ら
１
ヶ
月
半
、

今
す
ぐ
に
で
も
飛
ん
で
行
き
た
い
心
境

で
す
が
、
現
在
の
状
況
を
カ
ト
マ
ン
ズ

在
住
の
大
津
昭
宣
会
員
か
ら
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
と
同
様
、
復
興
に
は
長
い
年
月
が
か

か
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
マ
ナ
ス
ル

以
来
、
大
変
親
し
い
関
係
に
あ
る
ネ
パ

ー
ル
国
に
対
し
て
、
我
々
日
本
の
登
山

界
は
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
か
、

じ
っ
く
り
と
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
す
。‥

（
節
田
重
節
）
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